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羹蕊泰躊繹総躊躊繹癖（ No. 39 ）
 

白鳥のひなは泳ぎの

おけいこ

ー鹿野川湖一

「・・・ふと水の上をみると、まあどうでしょう。じぶんの姿はすばらしい白鳥になって

いるではありませんか。アヒルのところで生れても、ほんとうは白鳥だったのです」アン

デルセンの「みにくいあひるのこ」の感動の場面です。

この真白にかがやく羽根をした美しい臼鳥が、鹿野川湖でも飼われはじめてもう 15年に

なります。現在いる三つがいの中の一つがいから、 5月中旬4羽のヒナがかえりました。

今は 3羽が育ち、お母さんについてすいすいと泳ぎのけいこの毎日です。

これらの臼鳥は昭和57年、宇部市常盤公園からお輿入りした一つがいからふえたもので

2年目に 2羽、 3年目に 2羽育って 6羽となり、今回のヒナを合せて 9羽となり ました。

まだ見ばえのしない灰褐色のヒナが、純白の臼鳥になるまで元気に育ってほしいと、管理

にあたられている三瀬喜盛さんは愛情を注がれています。

〔写真：鹿野川湖の囲みの中で遊泳する白鳥の親子〕
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完成したトレーニングセンター

町
民
運
動
場
に

ト
レ
ー
ニ

昨
年
十
一
月
か
ら
町
民
運
動
場
に

総
事
業
費
一
億
六
千
万
円
で
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
た
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

七
月
一
日
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は

農
業
者
の
健
康
の
回
復
、
維
持
増
強

と
、
農
家
の
活
性
化
を
団
る
こ
と
を

目
的
に
新
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ

り
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
建
築
延
面

積
九
九
九
・
三
五
面
、
鉄
骨
鉄
筋
コ

｀
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
部
分
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ら
二
面
、
バ
ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー
ル
は
一
面
、
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
は

四
面
の
コ
ー
ト
が
と
れ
る
よ
う
設
計

さ
れ
て
お
り
、
各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

器
具
を
は
じ
め
、
移
動
式
ス
テ
ー
ジ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

使
用
開
始
は
七
月
一

H
か
ら

も
設
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

こ
の
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
管
理
規
則
は
次
の
と
お
り
で

す
。

一

管

理

肱

川

町

教

育

委

員

会

二

使

用

者

肱

川

町

の

住

民

。
た

だ
し
教
育
委
員
会
が
特
に
認
め

た
と
ぎ
は
、
町
外
の
方
も
使
え

ま
す
。

三

使

用

手

続

き

使

用

許

可

申

請

書
を
使
用
の
前
日
ま
で
に
教
育

委
員
会
へ
提
出
し
許
可
を
う
け

て
く
だ
さ
い

。

四

使

用

許

可

許

可

し

た

と

き

は

使
用
許
可
証
を
交
付
し
ま
す
。

使
用
許
可
の
順
位
は
申
し
込
み

の
順
に
よ
り
ま
す
9

但
し
教
育

委
員
会
が
、
特
に
必
要
と
認
め

た
と
き
は
、
そ
の
順
位
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。

ま
た
、
管
理
上
必
要
が
あ
る
と

認
め
た
と
き
は
条
件
を
つ
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

五

使

用

の

制

限

次

に

該

当

す

る

と
き
は
使
用
許
可
を
し
ま
せ
ん

ー
公
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
た
と
き
。

2

施
設
、
設
備
を
損
傷
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き

3

そ
の
他
、
適
当
で
な
い
と
認

め
る
と
き
。

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ー
事
業
所
統
計
調
査
ー

七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
い
っ
せ

い
に
事
業
所
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
今
回
の
調
査
は
、
昭
和
二
十

二
年
の
第
一
回
調
査
か
ら
数
え
て
十

四
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
調
査

（別表）農業喜嘉二尉謡

種別 使用区分 使用料金

知‘照’‘ヽ‘ヽ 半 日 1,000円

[] l 日 2,000円
2時間ま で 1,000円

照ヽヽ

4時間まで 2,000円
明

時
6時間ま で 3,000円

え6時た間とをき超 4,000円

回 八 七 六

使用料次の①から⑤まで

の団体が使用するときは無

料ですが、それ以外は別表

の使用料がいります。

①農林機関団体及びグルー

フ

②社会教育関係団体

③公共機関及び公共団体

④教育委員会に登録してい

るスポーツ団体

⑤その他町長が必要と認

めた団体

使用時間午前八時三十分

から午後十時までで特に必

要と認めたときは変更します。

使用者の義務使用を終了

したときは、総点検を行っ

て結果を使用日誌に記入し

後片付けをきちんとして下

さい。

使用手続き等詳しいことは

公民館へ問い合せてくだ

さい。

i ［ 寿 塁
調

査

員

； i 字＊居谷中 大字宇和川 J部のーll 字西大r子点 字大津中・
担

当

調

査

i 谷
i 区i大

は
か
り
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ

沖

嘉
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

一
位
（
金
メ
ダ
ル
）

成

績
五
月
二
五
日
、

第
二
五
回
愛
媛
県

身
体
障
害
者
体
育

大
会
が
、
県
総
合

運
動
公
園
で
行
わ

れ
当
町
か

ら
は
、

八
名
の
方
が
選
手

で
参
加
し
、
次
の

と
お
り
好
成
績
を

収
め
ら
れ
ま
し
た
。

障
害
を
乗
り
越
え

て
の
ご
健
闘
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

で
は
、
全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
を

調
査
し
て
、
わ
が
国
の
産
業
構
造
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
や

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
各
種
行
政

施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
あ
る
い

は
民
間
に
お
け
る
事
業
計
画
等
の
策

定
の
基
礎
資
料
と
し
て
役
立
て
る
こ

と
が
ね
ら
い
で
す
。

六
月
下
旬
か
ら
次
の
調
査
員
が
各

事
業
所
を
訪
問
し
て
、
調
査
票
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
調
査
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
日

程
で
計
量
器
の
定
期
検
査
を
行
い
ま

す
か
ら
、
取
引
証
明
に
使
用
す
る
計

量
器
は
必
ず
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

▽
日
時
七
月
四
日
（
金
）

午
前
十
時
ー
午
後
二
時

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

▽
検
査
の
種
類
棒
は
か
り
・
指
示

は
か
り
・
皿
手
動
は
か

り
・
台
手
動
は
か
り
・

懸
垂
手
動
は
か
り
・
ば

ね
式
指
示
は
か
り
他

▽
手
数
料
種
類
に
よ
り
百
円
か
ら

二
千
円
程
度
必
要
で
す

▽
問
い
合
せ
先
役
場
産
業
課

4名が人賞
一県身障者体育大会一

前列左から入賞のメダルを胸に
谷本、藤川、沖、後列森のみなさん

森

政

雄

藤
川
ヱ
ミ
子

谷
本
武
治

ャ
リ
投
げ

二
位
（
銀
メ
ダ
ル
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

二
位
（
銀
メ
ダ
ル
）

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
投
げ

二
位
（
銀
メ
ダ
ル
）
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中居喜代光さん

ず気 安全運転
つを お第五

雙□ 宮本さんに県警本部長賞 :[>
てて A ‘五十

優良運転者で5名も表彰 宮回八
たら 本交日
だれ 力鼻 次通‘

きる頃み まし優の頭会 i州ホ大五まし優故け全雄安県
まこ安な受して良方さ総 交 li,｝|91 月して良‘‘運さ全民
しと全さ賞た表運がん会通ル 三た表運血永転ん県館
たを運んさ°彰転‘他で安で市＋゜彰転蓬年をが民で
゜一転にれ さ者特四は全の役日まさ者反無心‘大の
言に日た れと別名兵協大所‘たれとの事が安会

鳥
獣
保
護
で
表
彰

永
年
に
わ
た
り
県
の
鳥
獣
保
護

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
小
薮
の
中

居
喜
代
光
さ
ん
が
、
今
年
の
第
四

十
回
愛
鳥
週
間
鳥
獣
保
護
功
労
者

と
し
て
、
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

中
居
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八
年

か
ら
五
十
五
年
ま
で
の
十
七
年
間

愛
媛
県
の
鳥
獣
保
護
員
と
し
て
野

生
鳥
獣
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
、
こ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

t

_
,
.
:
1
i
`
¢

ふ
~
・
ぷ
こf

心
;
.
.
氏
翌
？
．

一砧＞
くい'[麟．シ

兵頭幸雄さん

（中野）

飲
酒
運
転
を
し
な
い
こ
と
を
厳

守
し
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
物
積
載
ロ
ー

プ
が
け
な
ど
念
に
は
念
を
入
れ
て

い
ま
す
。

◎
大
洲
警
察
署
長
大
洲
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

0
特
別
優
良
運
転
者
（
五
名
）

宮本次雄さん

（上鹿野川）

ス
ピ
ー
ド
を
控
え
目
に
安
全
運

転
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

_
|
|
|
|
|
r
'
ー

ムハ
‘ヽ
ー'‘

さ

I
 

城

夫

．
 

U}
Î
―
 

＼
し二
〗
澤

本

c
 
山

J
 

子
ど
も
は
車
の
か
げ
や
路
地
か

ら
急
に
と
び
出
す
の
で
こ
の
よ
う

な
と
こ
ろ
で
は
と
く
に
注
意
し
て

運
転
し
ま
す
。

冨永利彦さん

（見の越）

安
全
速
度
を
守
り
、
追
い
越
し

よ
り
追
い
越
さ
せ
ま
す
。
小中正信さん

（広常）

ス
ピ

ー
ド
を
控
え
目
に
安
全
速

度
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
増田忠典さん

（柳）

◎
愛
媛
県
警
察
本
部
長
県
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

0
優
良
運
転
者

安
全
速
度
を
守
る
こ
と
と
、
眠

く
な
っ
た
ら
自
宅
一

キ
ロ
手
前
で

も
ひ
と
休
み
し
て
帰
り
ま
す
。

来
る
七
月
五
日
か
ら
原
動
機
付
自

転
車
に
つ
い
て
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
、
ノ
ー
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
点
数
制
度
に
よ
り
一

点
加
点
さ
れ
ま
す
。

大
洲
署
管
内
で
も
着
用
率
は
約
五

割
程
度
と
極
め
て
低
調
な
現
状
で
す
。

夏
場
を
ひ
か
え
原
付
乗
車
中
の
事

故
が
急
増
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
故
の
う
ち
約
六
四
％
が
頭
部
・

顔
面
の
挫
傷
で
最
悪
の
場
合
は
致
命

傷
に
な
り
ま
す
。
管
内
の
事
故
で
も

ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
正
し
く
着
用
し
て
い

た
た
め
に
命
び
ろ
い
を
し
た
人
が
た

く
さ
ん
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

建
設
業
を
営
む
方
々
、
及
び
建
設

現
場
で
働
く
皆
さ
ん
、
国
が
作
っ
た

「
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
」
を
ご

存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
昭
和
三
九
年
に
中

小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
よ
り
作
ら

れ
た
制
度
で
す
Q

こ
の
制
度
の
特
色
は
、
一
般
の
退

職
金
の
よ
う
に
労
働
者
が
事
業
所
を

や
め
た
時
支
払
わ
れ
る
退
職
金
で
な

く
、
建
設
業
と
い
う
―
つ
の
業
種
の

中
で
働
く
限
り
、
事
業
所
に
雇
用
さ

ご
存
知
で
す
か

建
設
業
関
係
の
皆
さ
ん
”
"

原
付
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

着
用
が
義
務
と
な
り
ま
す

れ
た
期
間
全
部
を
通
算
し
て
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
建
設
業

界
ぐ
る
み
の
退
職
金
制
度
で
す
。

退
職
金
は
、
国
の
制
度
で
す
か
ら

現
在
、
全
国
で

―
二
万
の
事
業
主

一
六
二
万
人
の
労
働
者
が
こ
の
制
度

に
加
入
し
、
退
職
金
の
積
立
て
が
行

わ
れ
、
す
で
に
三
六
万
人
の
労
働
者

が
退
職
金
を
受
け
取
り
、
そ
の
額
は

六

0
0億
円
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

松
山
市
二
番
町
四
ー
四
ー
四

愛
媛
県
建
設
会
館
内

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
支
部

電
話

0
八
九
九
ー
四
三

ー
五
三
二
四

あげた手に愛の停車をプレゼント

一夏の交通安全運動—

ワ月16日（水）～ワ月25日（金）

:〗[：i者：過の三三］贔贔羞編
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種類別関心状況
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肱
川
町
で
も
今
年
度
か
ら
都
市
と
ン
ケ
ー
ト
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま

の
交
流
を
重
点
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

〔
別
表
〕

す

の

で

皆

さ

ん

の

ご

協

力

を

お

願

い

種

類

別
に
関
心
状
況
を
み
て
み
ま

し

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

す

と

、

生

活

環

境

の

悪

化

等

で

疲

れ

こ
れ
か
ら
、
叫
国
け
ゴ
辱
打
叶

ー
叫
ー

た
都
市
生
活
者
は
、
緑
豊
か
な
自
然

9
知
りり罰
i
判

が
、

41月
の

中

で

の

休

養

や

、

ふ

る

さ

と

の

手

号
で
は
、
今
年
三
月
「
ふ
る
さ
と
情
作
り
、
本
物
の
味
覚
に
関
心
度
が
高

報
セ
ン
タ
ー
」
が
実
施
し
た
都
市
生
ぃ
ょ
う
で
す
。
又
、
農
作
業
等
農
山

活
者
の
ふ
る
さ
と
情
報
に
対
す
る
ア
村
に
お
け
る
生
活
体
験
に
つ
い
て
は

三
分
の
一
の
人
が
関
心
を
持
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

そ
の
他
、
産
地
直
送
や
ふ
る
さ
と

会
員
等
に
つ
い
て
は
四
八
％
の
人
が

関
心
を
持
っ
て
お
り
、
利
用
し
た
い

人
は
知
っ
て
い
る
人
の
一
八
％
（
全

体
の
一

0
%
)
、
農
山
村
へ
の
旅
行
意

向
で
は
情
報
が
得
ら
れ
た
ら
実
際
に

行
っ
て
み
た
い
と
す
る
人
五
五
％
で

特
に
首
都
圏
の
人
に
強
い
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。

E
・
リ
ン
ゴ
の
木
や
牛
な
ど
の
オ
ー
ナ
ー

D
・
空
家
や
廃
校
な
ど
の
分
譲
・
賃
貸

ー
・
ふ
る
さ
と
会
員
に
関
し
て

F
・
農
作
業
の
体
験
や
貸
農
園
に
関
し
て

L
・
民
芸
品
な
ど
の
手
づ
く
り
教
室

H
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
パ
ッ
ク
旅
行

K
・
地
方
の
物
産
や
特
産
品
の
情
報

M
・
山
菜
狩
り
・
き
の
こ
狩
り
に
関
し
て

C
・
観
光
農
園
や
汐
干
狩
り
に
関
し
て

0
•

森
林
浴
•
森
林
公
園
に
関
す
る
情
報

N
•

自
然
を
歩
く
案
内
の
情
報

P
•

自
然
の
中
で
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て

A
・
観
光
に
関
し
て

G
・
郷
土
の
祭
り
や
伝
統
行
事
・
民
俗

B
・
郷
土
料
理
や
委
節
料
理
に
関
し
て

J

・
保
養
・
休
養
に
関
し
て

そ
の
他
「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
言
葉

の
イ
メ
ー
ジ
の
ベ
ス
ト

3
は
、
①
田

舎
、
②
自
然
、
③
山
。
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
、
生
活
信
条
は
、
①
自
然
派
志

向
（
七
八
・
三
％
）
‘
②
家
族
中
心
志

向
（
七
五
・
五
％
）
、
③
ノ
ン
ブ
ラ
ン

ド
志
向
（
五
九
・
九
％
）
の
よ
う
に

ふ
る
さ
と
へ
の
関
心
は
益
々
高
く
な

る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
当
町
で
も

受
入
れ
体
制
を
整
え
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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七
月
に
は
「
夏
の
健
康
食
品
」

ふ
る
さ
と
の
香
り

特
別
町
民
へ
の

「
ふ
る
さ
と
の
香

り
」
は
、
七
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す

が
、
今
回
は

「夏
の
健
康
食
品
」
と

し
て
、
新
茶
、
ゆ
ず
、
ラ
ッ
キ
ョ
漬

け
、
梅
ジ
ャ
ム
、
よ
も
ぎ
う
ど
ん
等

八
種
類
送
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

都
会
の
親
せ
き
、
知
人
に
肱
川
の

叫

贈
っ
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
。

会
費
は
一
万
円
と
二
万
円
で
す
。

申
込
み
、
問
い
合
せ
は
ご
近
所
の
町

職
員
か
産
業
課
へ

(
6
三
四
ー
ニ
三

―
-
）
へ
ど
う
ぞ
。

お
父
さ
ん宏
昭
さ
ん

お
母
さ
ん久
世
さ
ん

(34
歳）

(34
歳）

てありずでま て奪せは し
いるで育すれ二あいん‘食た名
まこすつがた人り合゜いべ °前
すと゜て‘のとまい時つも は
°を今き大でもすににもの ‘ 
‘後たき‘‘°なは争や 画
第もこな今未 るおい洋 数
-‘と病も熟 こ母が服 で
に元が気小児 とさたな 決
願気何もつで だんえど め
つでよせぶ生 つのまで ま S59年6月4日生中野 (2 歳）

、←•--重--．-----・--．-------•--•--•---------

ち
な
っ

千
夏
ち
ゃ
ん

ち
ひ
ろ

鉾
岩
千
紘
ち
ゃ
ん
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3オ児健康診査の
一人平均虫歯状況

ニ匈二 団7.：•m 四

年 度 大i州管内 肱 川 町

虫歯状況診査人数

55年 3.6本 5. 1本 38人

56年 4.0本 6. 7本 46人

57年 3.4本 3.5本 31人

59年 3.5本 3.4本 41人

60年 3.8本 3.3本 35人

肱
川
町
は
、
別
表
の
と
お
り
年
毎

に
虫
歯
の
本
数
が
減
っ
て
い
ま
す
が

ま
だ
一
人
平
均
三
・
三
本
は
あ
り
ま

す
。
虫
歯
を
作
ら
な
い
た
め
に
大
切
な

事
は
食
後
の
歯
み
が
き
で
す
。
家
族

そ
ろ
っ
て
歯
を
み
が
く
、
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
は

十
分
に
歯
み
が
ぎ
が
で
き
な
い
の
で

寝
る
前
に
は
も
う
一
度
、
お
母
さ
ん

が
歯
み
が
き
の
点
検
を
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
肱
川
町
で
は
、
一
歳
ー
四

歳
の
幼
児
を
対
象
に

「虫
歯
予
防
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
内
容
は

歯
科
検
診
、
フ
ッ
素
塗
布
、
歯
の
衛

生
教
育
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で

是
非
参
加
し
て
下
さ
い
。

昭
和
六
十
年
度
に
三
歳
児
の
健
康

診
査
を
し
た
三
十
五
人
の
中
で
、
虫

歯
が
一
本
も
な
か
っ
た
健
康
な
幼
児

十
一
人
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。

-←-
清水宏昭くん

貫悶
（藤之原）

長男

高橋幸夫くん

贔;
（中居谷）

松本晃典くん

善一
明美

（山

長男

槌）

橋本寿文くん

悶
（下鹿野川）

金田隆三くん

髯
（八重栗）

山田有紗ちゃん

仁

＿隠置喜一

高
額
療
養
費
が
改
正

誓
‘

尼の

志

理

月

正

真

（

五

月

診

療

分

か

ら

高

額

療

養

費

の

一
自
己
負
担
額
が
五
万
四
千
円
と
な
り

一
ま
す
。
（
非
課
税
世
帯
三
万
円
は
す
え

お
き
）
病
気
や
け
が
は
突
然
に
お
そ
っ
て

ぎ
ま
す
。
最
近
の
め
ざ
ま
し
い
医
療

技
術
の
進
歩
や
医
療
費
の
値
上
り
な

ど
に
よ
っ
て
、
一
ヶ
月
の
医
療
費
は

高
額
と
な
り
病
気
が
長
く
つ
づ
く
と
、

家
庭
に
は
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
国
民
健
康
保
険

に
は
、
高
額
療
養
費
の
支
給
制
度
が

あ
り
、
一
ヶ
月
に
支
払
っ
た
医
療
費

が
自
己
負
担
額
を
こ
え
る
と
、
そ
の

差
額
が
国
保
か
ら
払
戻
さ
れ
ま
す
。

高
額
療
養
費
は
、
次
の
よ
う
な
時

支
給
さ
れ
ま
す
。

ー
病
気
や
け
が
で
、
同
じ
人
が
同

じ
月
に
―
つ
の
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
医
療
費
が
、
五
万
四
千
円
を
こ
え

た
場
合
、
（
非
課
税
世
帯
は
三
万
円
）

2
同
じ
世
帯
の
な
か
で
、
同
じ
月

に

3
万
円
以
上
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
人
が
二
人
以
上
い
た
場
合
、
合
算

し
て
五
万
四
千
円
を
こ
え
た
額
（
非

課
税
世
帯
は
三
万
円
）

3
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
月
以
前
一
年
以
内
に
高
額

療
養
費
の
支
給
を
三
回
う
け
て
い
た

場
合
四
回
目
か
ら
三
万
円
を
こ
え
た

額
。
（
非
課
税
世
帯
は
二
万
一
千
円
）

4
高
額
な
治
療
を
長
期
間
う
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
病
気
で
、
厚
生
大

長男 長男
博

美

大

政

真

（

国
民
年
金
給
付
の
支
払
月
が
変
更

さ
れ
て
二
月
、
五
月
、
八
月
及
び
十
一

月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
ま
で
の
分

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
改
正

前
か
ら
受
け
て
い
る
老
齢
年
金
、
障

害
年
金
等
は
従
来
通
り
で
す
。

ま
た
、
通
算
老
齢
年
金
に
つ
い
て

も
、
六
十
一
年
二
月
か
ら
は
現
在
の

六
月
、
十
二
月
の
年
二
回
か
ら
二
月

五
月
、
八
月
及
び
十

一
月
の
年
四
回

払
い
と
な
り
ま
す
。
．

国
民
年
金
の
支
払
月
が

変
わ
り
ま
し
た

2男

長女

和）

山田泰弘くん

晴夫

由美子

（上鹿野川）

2男

大西智子ちゃん

徳生

喜久美

（上鹿野川）

三
歳
児
の
虫
紺
は

一
人
平
均
三
・
三
本

ー
健
康
診
査
ー

堀井千栄ちゃん

男

子

小

一

邦

(

長女

藪）

井脇清美ちゃん

悶拿
（瓜生谷）

山内大志くん

3女 長女 長男

臣
が
指
定
し
た
病
気
で
は
、

1
ヶ
月

一
万
円
を
こ
え
た
額
。

現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
病
気

1
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
慢
性

腎
不
全
2
血
友
病

ン

こ
の
場
合
、

「特
定
疾
病
療
養
受
療

予
潅
」
が
心
要
と
な
り
ま
す
の
で
国
保

係
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。

高
額
療
養
費
の
払
戻
し
の
申
請
は

印
か
ん
と
病
院
へ
支
払
っ
た
領
収
証

を
も
っ
て
国
保
係
へ
。
払
い
戻
し
は

受
診
さ
れ
た
月
か
ら
約
三
ヶ
月
後
に

な
り
ま
す
。
又
払
い
戻
し
の
対
象
と

な
る
の
は
保
険
診
療
費
の
み
で
、
部
屋

代
な
ど
治
療
費
外
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

尚
、
高
額
な
支
払
い
が
つ
ゞ
く
場

合
、
医
療
費
の
無
利
子
貸
付
制
度
が

あ
り
ま
す
。
（
自
己
負
担
額
の
九
割
）

希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
町
民
課
福
祉

係
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

＜
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“1畠が量せつくり0芯尋伝い'’
コースもいろいろ、目的にあわせてお選びください。

⑥ニュー・クローバ定期積金（満期分割型）

貯めるよろこびと使うたのしさをセット！

掛毎 込月 額の 20,000 円 30,000 円 40,000 ド 50, 000 F. 

お1年受取目額の 48,618 72,928 97,237 121,547 

お2年受取目額の 98,380 147,570 196,760 245,950 

お3受年取目額の 149,283 223,925 298,567 373,209 

お4年受堅贔目額の 201,329 301,994 402,659 503,324 

お5年受 額の 752,130 1,128,195 1,504,260 1,880,325 

受5年取合間計の額お 1,249,740 1,874,612 2,499,483 3,124,355 

⑥クローバ定期積金（目標型）

種 類 毎月の掛金 最終回掛金 積立回数預入期間

召§ <
4年もの 40,000円 26,731円 48回 4年

3年もの 54,000円 38,702円 36回 3年

2年もの 80,000円 112,336円 24回 2年

§ ？ 
4年もの 20,000円 13,366円 48回 4年

3年もの 27,000円 19,351円 36回 3年

2年もの 40,000円 56,168円 24回 2年， 4年もの 10,000円 6,683円 48回 4年

3年もの 13,400円 13,301円 36回 3年

2年もの 20,000円 28,084円 24回 2年

※詳しくは農協の窓口でおたずね下さい。

県
下
各
農
協
で
は
、
夏
期
特
別
金

融
推
進
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

肱
川
農
協
で
も
、
夏
期
運
動
に
合

わ
し
定
期
積
金
を
中
心
に
実
施
を
し

て
お
り
ま
す
。
ゆ
と
り
有
る
生
活
設

計
に
は
、
目
的
に
合
せ
た
コ
ー
ス
を

お
選
び
頂
き
、
教
育
資
金
、
結
婚
資

金
、
マ
イ
カ

ー
購
入
資
金
、
住
宅
資

金
、
老
後
の
資
金
づ
く
り
に
、
ま
た

ど
う
し
て
も
、
ま
と
ま
っ
た
資
金
が

必
要
な
場
合
は
、
定
積
ロ
ー
ン
を
ご

利
用
頂
き
ま
す
と
、
融
資
手
続
き
も

簡
単
で
、
基
金
協
会
へ
の
債
務
保
証

に
加
入
す
る
事
に
よ
っ
て
保
証
人
も

必
要
と
し
ま
せ
ん
。

借
入
期
間
は
月
々
に
利
息
を
支
払

え
ば
、
元
金
は
満
期
日
償
還
と
な
っ

て
ら
く
に
返
済
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
発
行

申
込
み
の
受
付
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
カ

ー
ド
は
全
国
の
農
協
で
現
金

の
引
出
し
が
出
来
る
よ
う
に
成
っ
て

お
り
遠
隔
地
に
て
現
金
が
必
要
な
場

合
は
こ
の
カ
ー
ド
を
ご
利
用
下
さ
い
。

各
職
員
が
部
落
を
ま
わ
り
あ
な
た
の

お
宅
へ
も
参
り
ま
す
の
で
是
非
共
ご

協
力
下
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

肱
川
農
協
の
六
月
末
貯
金
残
高
目

標
は
―
―
―
三
億
二
、
八

0
0
万
円
で
あ

り
、
皆
様
の
格
別
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

昭和61年度

農
協
夏
期
特
別
金
融
推
進
運
動

実

施

中

日本農業新聞普及運動要領決定

一目標13,000部必達一

一
、
趣
旨

系
統
農
協
は
、
第
十
七

回
全
国
農
協
大
会
で

「農

協
農
政
活
動
お
よ
び
対
外

広
報
活
動
の
再
編
強
化
」

を
決
議
し
、
組
織
の
総
力

を
挙
げ
て
基
本
課
題
の
実

践
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
。

こ
れ
ら
の
実
践
活
動
を

す
す
め
る
た
め
に
は
、
広

報
活
動
の
積
極
的
展
開
が

不
可
欠
の
要
件
で
あ
り
、

日
本
農
業
新
聞
の
は
た
す

役
割
は
き
わ
め
て
重
要
で

あ
る
。現
在
、
全
国
系
統
組
織

で
は
“
全
国
六
十
万
部
普

及
運
動
”
を
展
開
し
世
論

の
形
成
に
つ
と
め
て
い
る
。

本
県
に
お
い
て
も
こ
の

農 協 目 標 単位：部

農 協 名 目 標 農 協 名 目 標 農 協 名 目 標 農 協 名 目 標 農 協 名 目 標

川 之江 市 91 日 高 28 松山市生石 40 長浜青果 144 瓶 町 149 

金 生 町 65 乃 万 94 松山市垣生 12 大・ 洲 市 525 明 浜 町 101 

松 柏 88 波 止 浜 38 松 山 市堀江 57 内 子 町 236 r子4 和 町 288 

伊 予三 島 108 波 方 町 80 松 山 市小野 80 五十崎町 02野 村 町 379 

寒 JI I 25 大 西 町 121 泊 29 肱 l l | 82 城 J 11 町 160 

豊 岡 56 菊 問 町 169 温泉青果 373 松山事務所計 4,917 八幡浜事務所計 2,317 

富 郷 29 玉 JI I 町 112 北 条 市 446 八幡浜青果 317 宇 和 島 364 

土 居 町 209 吉 海 町 89 中島青果 251 舌 田 31 来 村 59 

新 宮 村 27 宮 窪 町 52 重 信 町 220 川 上青果 72 九 島 14 

新 居 浜 市 217 大三島町 177 川内町川上 116 真穴青果 85 伊予吉田町 294 

西 条 市 328 瀬 戸 町 45 川 内町 三 内 48 日土青果 93 間 町 194 

西 条大 町 58 井 口 45 城 南 371 宮内青果 65 鬼 北 292 

西条事務 所計 1,301 盛 29 伊予中山 185 ) | | 之 石 27 津 島 町 164 

周 桑 748 伯 方 町 72 伊 予 336 喜須来青果 91 南 宇 和郡 389 

東予 市 多賀 62 岩 城 村 31 南 伊 予 136 磯 津 28 城 辺 43 

ム7 治 南 254 弓 削 32 北 伊 予 127 伊 方 町 124 宇和島事務所計 1,813 

今 治 立 花 、 78関 月`I＇J 村 13 松 月‘IJ’ 町 89 町 見 55 そ の 他 205 

今 治 市日吉 48 今治事務 所計 2,447 久 万 163 愛媛瀕 戸 町 104 メロ 計 13,000 

近 見 30 松 山 市 646 小 田 町 103 愛媛 三 崎町 148 ------

運
動
に
呼
応
し
て
、
今
年
度
は
さ
ら

に
組
合
員
の
営
農
と
生
活

の
安
定
向

上
並
び
に
農
協
活
動
へ
の
結
集
強
化

を
目
的
に
、

昭
和
六
十

一
年
度
目
標

を
設
定
し
、
目
標
達
成
・
定
着
を
期

す
る
も
の
と
す
る
。
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霊）農薬の保詈は安全でしょうか？
►事故防止に1戸に1廿農薬・毒物・劇物は専用保管庫で集中管理を!!

農
薬
保
管
庫
の
中
込
は

肱
川
農
協
へ
申
込
下
さ
い

■クミアイ農薬保管庫
2号

•シリンダー錠付
●耐錆性ボンデ鋼板1吏用
•中棚2枚付．右開き
●寸法

H 900 X WBOO X D 3503/m 

¥13,500 

■クミアイ農薬保管庫
1号

•シ リンダー錠付
●耐錆性ボンデ鋼板使用

•中棚2枚付・右開き
●寸法

H900XW540X D350% 

¥10,500 

広
報
肱
川
三
月
号
で
、
す
で
に
出

し
て
お
り
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
水
稲

を
始
め
野
菜
、
果
樹
等
の
消
毒
散
布

を
行
う
時
期
に
成
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
使
用
の
注
意
は
も
と
よ

り
、
農
薬
保
管
の
方
も
完
全
に
保
管

庫
に
て
管
理
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

パ
ラ
コ

ー
ト
除
草
剤
は
、
毒
物
及

び
劇
物
取
締
法
に
よ
り
、
医
薬
用
外

毒
物
に
指
定
さ
れ
た
農
薬
で
す
。

購
入
に
当
っ
て
は
法
律
に
よ
り
購

入
者
の
氏
名
、
住
所
、
職
業
の
記
載

及
び
印
鑑
を
押
印
し
た
書
面
を
提
出

し
て
載
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
当
農
協
で
は
身
分
証

明
書
、
自
動
車
運
転
免
許
証
等
に
よ

り
身
元
、
使
用
目
的
を
確
認
さ
せ
て

載
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
確
認
が
出
来
な
い
場
合

に
は
販
売
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
点
ご
了
承
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。

「
ぜ
ん
ま
い
」
乾
燥
機
の
実
演
会

足
場
材
の
需
要
は
少
な
く
販
売

も
困
難
で
あ
り
ま
す
が
、
県
森
連
大

洲
木
市
を
通
じ
て
足
場
の
取
扱
い

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

肱
川
の
間
伐
実
施
林
分
で
は
足
場

造
材
に
適
し
た
材
が
多
い
の
で
肱

川
問
伐
は
足
場
造
材
に
よ
る
間
伐

全
国
各
地
の

「
村
お
こ
し
」
運
動

の
中
で
様
々
な
特
産
物
が
生
み
出
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
ぜ
ん
ま
い
も
そ

う
し
た
特
産
物
と
し
て
、
各
地
で
栽

培
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

四
国
で
は
徳
島
県
の
山
城
町
で
特

に
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
愛
媛

県
で
は
東
予
の
一
部
で
栽
培
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
喜
多
郡
で
も
内
子

町
が
三
年
程
前
か
ら
町
の
助
成
も
あ
っ

て
次
第
に
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ぜ
ん
ま
い
の
栽
培
を
す
る
上
で
特

に
大
変
な
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

―
つ
は
山
か
ら
根
株
を
移
植
し
、

下
刈
を
し
て
、
ぜ
ん
ま
い
畑
を
一
人

前
に
す
る
ま
で
で
す
。

そ
し
て
も
う
―
つ
は
収
穫
を
し
製

品
に
す
る
時
で
す
。

足
場
造
材
と
そ
の
販
売
を

は
じ
め
ま
し
た
森
林
組
合

＠
間
伐
材
II"

材
の
販
売
を
行
っ
て
少
し
で
も
有

利
に
取
扱
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
適
し
た
林
分
に
あ
っ

て
は
、
み
な
さ
ん
と
ご
相
談
の
上

す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
の
足
場
価
格

造

材

五

m
以
上

直

材

―

m
当

り

一

五

0
円

曲

材

”

七

0
円

注
曲
り
や
材
の
大
小
の
状
態
に

よ
っ
て
価
格
は
上
下
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ん
ま
い
は
も
む
回
数
が
多
い
程

よ
い
製
品
に
仕
上
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
よ
う
に
、
従
来
手
も
み
を
す

る
工
程
に
人
手
を
多
く
取
っ
て
お
り

ま
し
た
。
又
、
天
候
に
よ
っ
て
収
穫
．

製
品
の
時
期
に
制
約
が
生
じ
ま
す
。

こ
う
し
た
事
に
対
応
し
て
、
新
潟

県
の
メ
ー
カ
ー
が
ぜ
ん
ま
い
の
乾
燥

機
を
開
発
し
、
そ
れ
を
徳
島
県
に
お

い
て
使
用
し
て
好
評
の
よ
う
で
す
の

で
今
回
、
内
子
町
に
お
い
て
実
演
さ

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
機
械
の
特
徴
は

一
、
青
干
し
（
一
番
価
格
が
よ
い
と

さ
れ
て
い
る
）
の
ぜ
ん
ま
い
が
生

産
で
き
る
。

二
、
手
も
み
を
す
る
必
要
が
な
い
。

（
乾
燥
中
に
自
然
に
も
ま
れ
る
）

―
―
-
、
手
も
み
以
上
の
も
み
が
得
ら
れ
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1．市売日…昭和61年 5月27日 l 
1. 販売数量・・ 10 0ケース 1,977.7逗
1. 数量内容及び平均単価

:: t三I:：:『：lド：三百I轡：合］］コー：Iそ1・空;I 
1. 銘柄別価格

--------] 

肱川土場木材相場表 第41 0回市昭和61年5月17日
県森連市より （単位オ当り ：円）

長さ 未口径
スギ ヒ >ノキ

チ膿クマガリ
マッ その他 n

チョクマガリ

7 cm下 本 211 本 48本 293本 48 松羹パルプ
8 cm上 50 25 68 36 口さ 6 cm 上

4m  12cm上 57 39 127 96 18cm上 61 2m  

18cm上 61 135 24cm上 68
33F 

30cm上 92 215 30cm上 82 羹雑パルプ
7 cm下 本 81 本 18本 119本 18 口さ 6 cm 上

2m  
8 cm上 33 27 39 27 42F 

3 m 
11 cm上 33 27 69 31 パ リ材

113cm3cm（OO 二） 68 138 18cm上 57 材（松・杉・桧）
92 180 24cm上 61 未口 3~ 6cm 

18cm上 55 120 30cm上 68 長さ 2m  
7 cm下 本 36本 7本 36本 7 1本71円

2m  8 cm上 25 15 25 15 
16cm上 39 15 49 22 13cm上 33杉公ハ リ材

30cm上 57 109 30cm上 33 16cm-22cm 

l:bn（二） 75 190 3 m61円
6 m 13:m国 96 295 4 m64円

特選 113::m&m（oo 二） 110 232 5 m85円

250 512 6 m75円

足場 lm当り 25-150円 尺当り 8~ 50円ー等材

備考
特に杉檜良材は人気集中し高値で取り引きされるも ，一般材

はやや弱保合推移。

.........-~••••-......-·-•-~•”...--•-..-

鱗 濯 単 価

“ 
桐 単 価

大 厚 8, 4 9 0 ドンコ ，Jヽ 3, 1 3 0 

中厚上 、特月＊棄 3, 8 2 0 

中厚並 6, 0 8 0 ＊パレ 2, 6 9 0 

;Jヽ 厚 3, 8 7 0 特用中薬 、 3 •, 5 1 0 

大 ウ ス 5, 8 9 0 中バレ 2, 2 9 0 

中ウス上 特用小葉 2, 6 9 0 

中ウス並 4, 0 1 0 小バレ 1, 6 8 0 

小 ゥ ス 3, 1 5 0 査形大 3, 9 9 0 

ジャミウス 2, 5 9 0 査形 9Jヽヽ 3, 1 8 0 

Fンコ大 6, 9 5, 0 色 葦 、 1, 2 0 0 

ドンコ中 4. 2 5 0 コ ンーコ

ぜ
ん
ま
い
の
水
切
り
作
業

る
と
の
こ
と
で
あ
る

四
、
天
候
に
あ
ま
り
左
右

さ
れ
な
い
。

五
、
多
少
の
ぜ
ん
ま
い
の

綿
は
除
か
れ
る
。

等
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
械
の
構
造
を
簡

単
に
言
い
ま
す
と
、
金
網

を
円
筒
形
に
し
た
も
の
を

横
に
し
て
、
そ
の
中
へ
ぜ

ん
ま
い
を
入
れ
る
様
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

又
、
そ
の
使
用
方
法
は

一
、
ゆ
で
た
ぜ
ん
ま
い
を

入
れ
る
。

二
、
早
く
回
転
し
て
水
を
切
る
。

―
―
-
、
回
転
を
遅
く
し
て
下
か
ら
火
で

あ
ぶ
り
、
乾
燥
と
も
み
を
同
時
に

行
う
。

火
力
は
薪
を
使
用
し
ま
す
。

内
子
町
の
実
演
会
で
の
乾
燥
時
間

は
約
三
時
間
三
十
分
、
徳
島
県
で
の

調
査
で
は
約
二
時
間
三
十
分
と
な
っ

て
お
り
、
従
来
二
日
か
ら
三
日
以
上

か
か
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
大
幅

な
時
間
の
短
縮
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
以
前
徳
島
県
で
調
査
し
た
手

も
み
生
産
の
例
で
は
、
収
穫
か
ら
製

品
ま
で
に
六
反
歩
の
畑
で
百
人
役
程

必
要
で
あ
り
、
収
穫
に
は
最
盛
期
で

ぜ
ん
ま
い
の
乾
燥
•
も
み
作
業

一
人
百
kg
取
る
こ
と
も
あ
り
、
反
当

八
百
か
ら
九
百
迎
の
生
産
量
か
ら
考

え
ま
す
と
、
か
な
り
な
省
力
化
が
で

き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

実
演
会
で
の
ぜ
ん
ま
い
の
出
来
具

合
は
、
用
意
し
た
ぜ
ん
ま
い
が
古
か
っ

た
こ
と
や
、
当
日
雨
天
で
湿
度
が
高

か
っ
た
こ
と
か
ら
良
い
出
来
と
は
言

え
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
試
食

し
た
結
果
は
な
か
な
か
良
か
っ
た
そ

う
で
す
。林
業
改
良
指
導
員

金
本
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き
ゅ
う
り
の
樹
勢
と
管
理

今
年
五
月
の
気
温
は
、
連
休
助
け
後

の
中
下
旬
に
お
い
て
、
夜
間
の
冷
え
込

む
日
が
例
年
よ
り
多
い
。

そ
の
た
め
き
ゅ
う
り
の
成
長
が
止
ま

り
ぎ
み
と
な
り
、
主
枝
及
び
側
枝
の
節

間
が
つ
ま
り
、
中
段
以
下
の
親
葉
は
大

葉
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
二
週
間
前
よ
り
気
湿
も
回

復
し
、
夏
型
の
天
候
と
な
っ
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
き
ゅ
う
り
の
中
段
か
ら

の
成
長
と
着
果
は
回
復
し
た
。

以
上
は
ト
ン
ネ
ル
き
ゅ
う
り
の
生
育

状
態
の
概
要
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
管
理
は
、
き
ゅ
う
り
の

樹
勢
に
応
じ
た
着
果
及
び
整
枝
、
摘
葉

と
追
肥
等
に
つ
い
て
は
十
分
注
意
す
る
。

特
に
、
着
果
過
多
は
後
期
の
収
量
と

品
質
に
大
き
く
影
響
す
る
。

き
ゅ
う
り
の
樹
勢
は
次
の
事
項
を
参

考
に
す
る
と
よ
い
。

一
、
最
上
位
の
開
花
節
位
と
葉
数

開
花
節
位
の
葉
数
を
含
む
上
位
展

開
葉
数
五
枚
が
最
適
で
あ
る。

葉
数
五
枚
以
下
の
場
合
は
、
樹
勢
が

弱
い
の
で
開
花
し
た
幼
果
を
摘
果
す

る。

二
、
親
葉
の
大
き
さ
と
葉
数

開
花
節
位
の
葉
幅
二
十
五

cm

幼
果
肥
大
期
の
節
位
葉
幅

五

cm
と
し
下
位
葉
数
は
八
枚

三
、
側
枝
の
強
さ

側
枝
の
展
開
葉
幅
二
十
五

crn

四
、
主
枝
の
着
果
率

四
十
ー
五
十
％

以
上
の
樹
勢
を
維
持
回
復
す
る
た
め

の
追
肥
要
領
は
、
一
回
の
施
肥
量
は

N

K
特
十
一
号
で
十

a
当
た
り

二
十
屈

（
チ
ッ
ソ
成
分
量
で
ニ
ー
三
此
）
を
五

i

七
日
間
隔
で
施
用
す
る
。

液
肥
を
葉
面
散
布
す
る
場
合
は
組
合

液
肥
の
五
百
倍
液
と
す
る
。

一
、
病
害
虫
の
防
除

水
稲
植
付
け
が
終
了
し
、
病
害
虫
の

防
除
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
農
薬
の

人
や
養
蚕
、
家
畜
等
に
危
害
が
起
き
な

い
よ
う
に
農
薬
の
散
布
・
空
ビ
ン
等
の

処
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

本
年
は
、
肱
川
全
域
に
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ

ウ
ム
シ
が
発
生
し
、
被
害
を
与
え
て
い

ま
す
の
で
、
フ
ジ
ワ
ン
カ
ヤ
ホ
ス
剤
を

箱
施
用
し
た
水
稲
に
、
植
付
後
20
日
ご

ろ
に
な
る
と
、
バ
サ
ジ
ッ
ト
粒
剤
を

10

a
当
り
4
ー
5
k
g
、
水
田
に
施
し
ま
し
ょ

゜
{つ
葉
イ
モ
チ
病
や
害
虫
は
、
防
除
時
期

が
遅
れ
る
と
、
農
薬
の
効
果
が
劣
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
期
発
見
、
早
期

防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

十

栗

一
、
ク
リ
イ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ

幼
果
時
の
生
理
落
果
、
収
穫
時
の
青

イ
ガ
で
の
若
ハ
ゼ
と
な
り
思
わ
ぬ
減
収

と
な
る
。
第
一
二
世
代
が
栗
の
開
花
時
に

花
に
移
動
し
て
、
雌
花
と
雄
葉
に
寄
生

し
、
幼
果
の
発
育
を
害
し
、
七
ー
八
月
に

か
け
て
生
理
落
果
を
多
く
す
る
。
特
に

若
木
や
例
年
発
生
す
る
圏
で
は
、
適
期

（
第
一
回
の
防
除
は
六
月
下
旬
）
に
、
エ

ル
サ
ン
乳
剤
の
一
、

0
0
0
倍
か
、
粉
剤

を
一

0
a
当
た
り
、
六

t
十
二
認
を
散

布
し
て
防
除
す
る
。

二
、
カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

発
生
の
多
い
圏
に
お
い
て
は
、
冬
期

の
マ
シ
ン
油
を
散
布
し
て
防
除
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
六
月
下
旬
i
七

月
上
旬
に
幼
虫
が
発
生
し
て
い
る
圏
で

は
、
七
月
上
旬
ー
中
旬
に
か
け
て
、
一

i

―
―
―
分
幼
虫
を
対
象
と
し
て
ス
プ
ラ
サ
イ

ド
乳
剤
の
一
、
五

0
0
倍
を
散
布
し
て

防
除
し
な
い
と
樹
が
衰
弱
し
て
ひ
ど
く

な
る
と
枯
死
す
る
。

三
、
実
炭
ソ
病
黒
色
実
グ
サ
レ
病

最
近
発
生
が
多
く
果
実
の
品
質
低
下

の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
両
方

と
も
主
要
感
染
時
期
は
梅
雨
期
で
あ
り
、

木
の
衰
弱
は
発
生
を
助
長
す
る
。
防
除

は
両
方
と
も
、
六
月
中
旬
ー
下
旬
に
ベ

ン
レ

ー
ト
水
和
剤
二
、

0
0
0
倍
を
散

布
す
る
と
効
果
が
あ
る
。

四

、

夏

肥

樹
勢
を
観
察
し
て
、
ク
リ
タ
マ
バ
チ

ー

の
耕
種
的
防
除
と
果
実
の
肥
大
を
よ
く

す
る
た
め
に
、
夏
肥
を
六
月
上
旬
ー
中

旬
に
、
樹
令
、
樹
勢
に
応
じ
て
、
愛
媛
＜

り
肥
料
を
施
用
す
る
。

2

ゆ

ず

一
、
夏
の
施
用

六
月
中
旬
頃
に
な
る
と
生
理
落
果
が

多
く
な
る
。
生
理
落
果
後
、
成
木
（
結
果

樹
）
に
お
い
て
は
夏
肥
を
充
分
に
施
用

し
て
果
実
の
肥
大
を
よ
く
す
る
。
若
樹

で
は
翌
年
か
ら
成
ら
せ
る
園
に
お
い
て

は
施
用
し
な
い
か
、
少
な
目
と
す
る
。

二
、
ホ
ー
ソ
欠
防
止

ホ
ー
ソ
欠
が
果
実
に
出
る
と
商
品
価

値
が
な

く
な
る
の
で
、
予
防
と

し
て
六

月
中
に
ソ
リ
ボ
ー
の
一
、

0
0
0
倍
を

散
布
し
て
防
除
す
る
。

三
、
黒
点
病
防
除

今
年
は
冬
期
の
寒
さ
で
落
葉
し
た
り
、

枯
枝
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
枯
枝

の
除
去
と
満
開
後
―
―

-
0
日
後
に
第

一
回

目
の

M
ダ
イ
フ
ァ

ー
水
和
剤
六

0
0
倍

を
散
布
し
、
そ
れ
か
ら
―
―

-
0
日
毎
に
二

ー
三
回
防
除
す
る
。

四
、
ソ
ー
カ
病
防
除

発
芽
直
後
の
防
除
が
な
さ
れ
て
い
な

い
園
等
は
、
新
葉
に
発
生
し
て
い
る
の

で
、
新
葉
か
ら
幼
果
へ
の
感
染
を
防
ぐ

た
め
に
、
六
月
の
メ
ル
ク
デ
ラ
ン
水
和

剤
の
一
、

0
0
0倍
か
、
ト
ッ
プ
ジ
ン

M

一
、
五

0
0
倍
の
散
布
が
大
切
で
す
。

五
、
ハ
ダ
ニ
の
防
除

ハ
ダ

ニ
は
周
年
樹
内
に
生
息
し
、
葉

や
果
実
に
寄
生
し
て
加
害
す
る
の
で
、

早
目
に
（
一
枚
の
葉
に
二

i
-
＝
匹
見
た

ら
）
て
い
ね
い
に
薬
剤
を
散
布
す
る
。

栄

2
（月）

12
（土

22
（火）

小

薮

．

汗

生

5
（土）

21
（月）

予
子
林
・
大
駄
馬

8
（火）

24
（木）

正

山

・
中
居
谷

10
（木）

25
（金）

月
野
尾

・
岩
谷
1
5
（
火
）

30
（水）

中

津

・
小

倉
1
7
（
木
）

大

谷
・
肱

7
月
L
Pガ
ス
配
達
予
定
日

7
月
11
日
（
金
）
小
薮
・
岩
谷

7
月
1
8
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

7
月
醤
油
配
達
予
定
日

7
月
1
日
（
火
）
宇
和
川
北

7
月
2
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月
3
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月
8
日
（
火
）
月

ノ
尾

・
小
薮

•

7

月
9

日
（
水
）
中
津
・
予
子
林

7
月
10
日
（
木
）
宇
和
川
南

7
月
1
5
日
（
火
）
宇
和
川
北

7
月
16
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月
1
7
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月
22
日
（
火
）
月
ノ
尾
・
小
薮

7
月
23
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林

7
月
24
日
（
木
）
宇
和
川
南

7
月
29
日
（
火
）
宇
和
川
北

7
月
30
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月
31
日
（
木
）
大
谷
方
面
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五
月
八
日
、
肱
川
町
公
民
館
で
八
幡

浜
地
方
局
池
内
商
工
労
政
課
長
を
初
め

多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
川
上
商
工
会
の

第
二
十
四
回
通
常
総
会
が
開
か
れ
た
。

総
会
は
、
向
井
副
会
長
が
開
会
を
宣

言
し
た
後
、
久
保
田
会
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち

「
わ
が
国
の
経
済
も
緩
や
か
な

が
ら
拡
大
を
続
け
て
き
た
が
、
昨
年
秋

以
降
の
急
速
な
円
高
に
よ
り
、
景
気
の

後
退
感
が
見
え
は
じ
め
た
。
当
地
域
に

お
い
て
も
、
過
疎
化
、
農
林
業
の
不
振
、

ま
た
高
齢
化
の
進
行
で
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
商
工
会
で
は

会
員
の
た
め
の
講
習
会
、
研
修
会
お
よ

び
講
演
会
を
開
く
と
と
も
に
、
特
産
品

開
発
、
観
光
開
発
等
の
村
お
こ
し
事
業

を
推
進
し
、
経
営
改
善
に
努
め
る
と
と

も
に
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域
経
済

の
活
性
化
に
取
り
組
み
た
い
」
と
述
べ

こ。t
 続い
て
来
賓
の
方
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
そ
の
あ
と
谷
本
一
敏
氏
を
議
長

に
、
昭
和
六
十
年
度
事
業
報
告
・
収
支

----． --ュ・ ------ー―_ -_ -- -
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地域経済の活性化を力強く語る久保田会長

決
算
承
認
、
昭
和
六
十
一
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
決
定
、
規
約
の
改
正
な

ど
を
審
議
決
定
し
た
。

な
お
、
任
期
満
了
に
判
う
役
員
の
改

選
を
同
時
に
行
い
、
新
会
長
に
は
久
保

田
仁
之
氏
が
再
選
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち

に
総
会
を
終
え
た
。

（
新
役
員
紹
介
次
ペ
ー
ジ
）

第
二
十
四
回
川
上
商
工
会
通
常
総
会

地
域
経
済
の
活
性
化
へ

む
ら
お
こ
し
事
業
の
推
進

大
洲
食
品
衛
生
協
会
川
上
支
部
は
、

去
る
五
月
十
九
日
肱
川
町
公
民
館
で
大

洲
食
品
衛
生
協
会
冨
永
泉
会
長
他
多
数

の
来
賓
を
迎
え
、
昭
和
六
十
一
年
度
の

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

本
年
度
の
事
業
計
画
は
例
年
行
な
っ

て
い
る
食
中
毒
予
防
パ
レ
ー
ド
、
食
品

衛
生
指
導
お
よ
び
臨
店
指
導
を
強
化
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

な
お
、
本
年
は
大
洲
食
品
衛
生
協
会

創
立
三
十
周
年
に
当
る
た
め
、
記
念
誌

の
発
刊
、
記
念
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
等
数
多
く
の
事
業
が
計
画
さ
れ
、

川
上
支
部
と
し
て
も
会
員
一
致
協
力
し

て
協
会
の
事
業
に
協
賛
す
る
こ
と
を
決

め
盛
会
の
う
ち
に
総
会
を
終
了
し
た
。

研
修
会
・
講
習
会
で
不
況
打
開
を

大
涜
車
＝
多
法
人
会
川
上
支
部
総
会

去
る
五
月
十
七
日
、
鹿
野
川
荘
で
大

洲
税
務
署
高
路
国
税
統
括
調
査
官
、
肱

川
町
増
田
税
務
課
長
、
社
団
法
人
大
洲

喜
多
法
人
会
桝
田
会
長
の
臨
席
を
得
て

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

本
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
は
経
済

不
況
を
乗
り
切
る
打
開
策
と
し
て
組
織

率
一

0
0
％
の
維
持
に
努
め
講
習
会
、

研
修
会
等
を
開
催
す
る
。

ま
た
、
情
報
の
収
集
お
よ
び
伝
達
を

目
的
と
し
た
法
人
の
税
務
、
税
務
会
報

等
を
会
員
に
配
付
す
る
な
ど
法
人
会
と

し
て
の
活
動
強
化
を
決
定
し
、
盛
会
に

終
了
し
た
。

食
品
衛
生
に
強
化

大

洲

食

協

川

上

支

部

総

会

各
部
会
改
選
役
員
名

＊
青
年
部

部

長

冨

永

徹

副

部

長

露

内

進

常
任
委
員
北
川
智
也
・
冨
永
房
道
・

富
永
美
千
也
・
冨
永
盛
一
・

中
野
守
・
ニ
宮
秀
一
・
橋
本

正
明
・
三
瀬
次
男

監

事

大

野

立

志

・

中

津

博

文

＊
婦
人
部

部

長

上

甲

順

子

副
部
長
本
門
訓
子

常
任
委
員
富
永
昭
子
・
冨
永
タ
ッ
子

福
田
徳
子
・
松
本
末
子
・
和

気
俊
子

監
事
大
野
伊
都
子
・
伊
藤
せ
つ

＊
料
飲
組
合
川
上
支
部

部

長

和

気

邦

嗣

副
部
長
中
津
文
雄

理
事
梅
木
広
信
・
富
永
美
千
也
・

水
口
健

一

監

事

冨

永

徹

・

水

池

重

徳

＊
川
上
青
色
申
告
会

経済不況の打開策を…法人会総会

監

事

佐
藤
久
網

北
川
照
正

岩
田
清
茂
・
梅
木
正
・
大
西

徳
生
・
東
征
紀
・
和
気
俊
次

監
事
橋
本
魏
•
福
田
保

＊
川
上
青
色
申
告
会
婦
人
部

部

長

冨

永

光

恵

副
部
長
古
野
光
子

理
事
大
西
喜
久
美
・
馬
喰
田
哲
子

森
岡
久
美
子

和
気
広
子

理副会
会
事長長 記

帳
機
械
化
事
業
推
進

全
国
連
か
ら
表
彰

川

上

商

工

会

去
る
五
月
二
十
三
日
、
愛
媛
県
商
工

会
連
合
会
館
で
開
か
れ
た
愛
媛
県
商
工

会
連
合
会
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、
当

商
工
会
が
記
帳
機
械
化
事
業
推
進
で
、

全
国
商
工
会
連
合
会
か
ら
優
良
商
工
会

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
記
帳
か
ら
決
算
ま
で
一
貫

し
た
指
導
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
行
う

も
の
で
す
。
記
帳
の
簡
素
化
、
正
確
な

帳
簿
で
の
経
営
分
析
等
幅
広
く
利
用
出

来
ま
す
。
そ
う
し
た
記
帳
機
械
化
事
業

の
推
進
で
利
用
者
の
増
加
を
図
る
と
と

も
に
、
地
区
内
小
規
模
企
業
の
経
営
管

理
の
向
上
に
寄
与
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

現
在
―――
十
二
企
業
の
方
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
利
用
し
よ
う
と
思
わ
れ
る

方
、
詳
し
い
内
容
が
知
り
た
い
方
は
商

工
会
ま
で
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。
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五
月
八
日
の
川
上
商
工
会
第
二
十
四
回
通
常
総
会
で
、
次
の
人
が
新

役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
例
に
よ
り
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

商
工
会
に
対
す
る
こ
意
見
•
こ
希
望
な
ど
お
気
軽
に
こ
相
談
下
さ
い
。

会

長

久

保

田

仁

之

さ

ん

肱
川
建
設
工
業
（
株
）
の
社
長
さ
ん
。

観
光
協
会
の
会
長
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
。

一
寸
と
っ
つ
き
に
く
い
人
で
す
が
付

き
合
っ
て
み
る
と
味
が
出
て
く
る
人
。

面
倒
見
の
良
さ
と
、

・
一
寸
強
引
さ
と
が

同
居
す
る
味
の
あ
る
ソ
フ
ト
な
人
柄
で

す
。
趣
味
？
…
…
ゴ
ル
フ
、
漢
方
薬
、

仲
人
、
エ
ト
セ
ト
ラ
。

川
上
商
工
会
発
展
の
旗
手
。
期
待
大

で
す
。

副

会

長

向

井

保

さ

ん

出
合
木
材
工
業
の
御
大
。
河
辺
村
議

会
の
議
員
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
。
頭
の

中
を
の
ぞ
い
て
み
た
く
な
る
ほ
ど
、
楽

し
い
お
話
が
次
か
ら
次
へ
…
…
。
ユ
ー

モ
ア
に
富
ん
だ
話
ぶ
り
は
、
天
下
一
品
。

商
工
会
を
が
っ
ち
り
支
え
て
、
こ
ん
な

人
が
お
父
さ
ん
な
ら
と
思
わ
せ
る
人
で

す。理

事

岩

田

清

茂

さ

ん

い
わ
た
寿
し
、
シ
ス
タ
ー
美
容
室
、

喫
茶
あ
す
な
ろ
、
岩
田
畳
店
の
オ
ー
ナ
ー
。

最
近
ゴ
ル
フ
も
始
め
ら
れ
、
仕
事
に
趣

味
に
大
忙
が
し
。
多
角
経
営
も
楽
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。梅

木
広
信
さ
ん

河
辺
村
一
の
瀬
、
あ
ま
ご
の
里
の
ご

主
人
。
温
和
な
人
柄
。
ア
メ
ノ
ウ
オ
や

マ
ス
と
話
し
て
い
る
と
、
こ
ん
な
ス
テ

キ
な
人
に
な
る
の
か
な
あ
。

理

事

大

野

喜

久

雄

さ

ん

河
辺
建
設
（
株
）
の
社
長
さ
ん
。
質
実

剛
健
、
少

々
の
こ
と
で
は
ビ
ク
と
も
し

ま
せ
ん
ぞ
。
反
面
家
庭
で
は
優
し
い
お

じ
い
ち
ゃ
ん
。
何
で
も
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
る

こ
と
保
証
し
ま
す
。

理

事

沖

永

重

信

さ

ん

理
事
中
一
番
の
理
論
家
。
今
岡
商
店

の
社
長
さ
ん
、
肱
川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス
タ

ン
プ
会
の
会
長
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
。

口
数
の
少
な
い
、
よ
く
考
え
て
発
言
す

る
人
。
商
売
熱
心
で
す
。

理

事

金

野

翌

さ

ん

真
面
目
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
人
の

た
め
に
あ
る
言
葉
。
町
長
さ
ん
の
頭
で

も
、
こ
の
人
に
か
か
っ
た
ら
右
に
で
も

左
に
で
も
…
…
。
理
容
カ
ネ
ノ
の
ご
主

人
で
す
。

理

事

佐

藤

久

綱

さ

ん

佐
藤
鉄
工
所
の
ご
主
人
。
川
上
青
色

申
告
会
の
会
長
さ
ん
。
日
本
酒
と
豆
腐

が
あ
れ
ば
こ
の
世
は
最
高
。
奥
さ
ん
思
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理

事

田

中

岩

夫

さ

ん

河
辺
村
大
成
、
田
中
建
設
の
若
き
経

営
者
。
青
年
部
河
辺
支
部
の
ご
意
見
番
。

仕
事
一
途
で
、
今
後
ま
す
ま
す
期
待
し

て
い
ま
す
。

理

事

冨

永

計

次

さ

ん

冨
永
農
国
の
経
営
者
で
、
観
光
協
会

の
副
会
長
さ
ん
で
す
。
一
寸
こ
わ
そ
う

に
見
え
ま
す
が
、
話
せ
ば
温
和
で
と
て

も
真
面
目
な
人
で
す
。

理

事

冨

永

徹

さ

ん

川
上
商
工
会
の
若
大
将
。
青
年
部
の

部
長
さ
ん
。
鮮
魚
と
料
亭
を
細
腕
（
？
）

で
切
り
回
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
万

能
。
ゴ
ル
フ
、
野
球
、
水
泳
と
忙
し
い

忙
し
い
…
…
。

理

事

中

野

光

男

さ

ん

―
―
―
嶋
建
設
（
有
）
の
創
設
オ
ー
ナ
ー
。

パ
チ
ン
コ
鹿
野
川
ホ
ー
ル
の
ご
主
人
で
、

河
辺
・
肱
川
を
か
け
た
実
業
家
。
玉
が

出
る
の
に
比
例
し
て
人
気
上
昇
。
私
に

だ
け
は
玉
を
出
し
て
！

理

事

福

山

義

＿

さ

ん

お
蚕
と
牛
と
暮
ら
し
て
？
十
年
。
百

ケ
市
の
ギ
ー
さ
ん
は
、

＇笑
う
と
目
が
無

く
な
る
(
?
)
や
さ
し
い
オ
ッ
チ
ャ
ン
。

理

事

水

池

重

徳

さ

ん

大
谷
、
み
ず
ち
料
理
店
の
ご
主
人
。

本
店
、
支
店
と
大
忙
し
。
評
判
の
子
煩

悩
で
あ
る
。

い
の
素
敵
な
お
じ
さ
ん
で
す
。

理

事

三

井

広

市

さ

ん

川
上
商
工
会
の
大
御
所
的
存
在
。
小

薮
・
三
井
旅
館
の
ご
主
人
。
た
く
さ
ん

の
役
職
、
ご
苦
労
さ
ま
。
小
薮
の
湯
に

つ
か
っ
て
頑
張
っ
て
ネ
。

理

事

森

良

樹

さ

ん

横
山
、
森
商
店
の
ご
主
人
。
店
の
方

は
奥
さ
ん
ま
か
せ
。
ご
自
分
は
河
辺
建

設
の
大
番
頭
。
議
員
さ
ん
で
も
大
ハ
ッ

ス
ル
。

理

事

山

内

壮

亮

さ

ん

養
老
酒
造
（
株
）
の
社
長
さ
ん
。
肱
川

町
議
会
議
員
、
法
人
会
川
上
支
部
長
、

肱
川
町
消
防
団
長
と
役
の
多
い
人
。
地

場
産
業
の
索
引
者
と
し
て
期
待
大
。
人

一
倍
の
奥
さ
ん
思
い
。

理

事

山

下

俊

勝

さ

ん

肱
川
町
予
子
林
の
大
工
さ
ん
。
温
和

な
人
柄
で
、
地
域
の
た
め
に
献
身
的
に

頑
帳
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

監

事

北

川

照

正

さ

ん

植
松
、
北
川
百
貨
店
の
ご
主
人
。
数

字
に
明
る
＜
、
政
治
に
明
る
く
、
商
売

熱
心
で
監
事
さ
ん
に
は
も
っ
て
こ
い
。

自
称
ホ
ト
ケ
の
照
さ
ん
。

監

事

谷

本

幸

治

さ

ん

（
有
）
谷
本
石
油
店
の
社
長
さ
ん
。
肱

川
町
中
堅
の
リ
ー
ダ
ー
格
。
仕
事
に
か

け
る
意
気
込
み
に
は
ス
ゴ
ミ
を
感
じ
ま

す
。
お
酒
を
飲
む
と
大
変
愉
快
な
理
論

家
で
す
。

県連部長に就任した冨永徹さん

去
る
五
月
二
十
日
、
愛
媛
県
商
工
会

連
合
会
館
で
開
か
れ
た
、
愛
媛
県
商
工

会
連
合
会
青
年
部
の
通
常
総
会
で
、
川

上
商
工
会
青
年
部
々
長
・
冨
永
徹
氏
が

県
連
の
部
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

東
予
、
中
予
、
西
南
、
南
予
の
四
プ

ロ
ッ
ク
か
ら
な
る
県
連
青
年
部
で
、
当

地
域
の
西
南
プ
ロ
ッ
ク
か
ら
部
長
が
選

任
さ
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

冨
永
徹
氏
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
月

に
川
上
商
工
会
青
年
部
に
入
部
さ
れ
、

昭
和
五
十
五
年
四
月
か
ら
四
期
連
続
で

部
長
に
就
任
、
そ
の
問
県
連
青
年
部
理

事
、
西
南
プ
ロ
ッ
ク
協
議
会
々
長
を
歴

任
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
県
連
部
長

と
し
て
青
年
部
の
組
織
の
強
化
お
よ
び

発
展
に
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
り
ま

す。
”
県
連
部
長
に
就
任
“

冨

永

徹

部

部

長
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鹿
野
川
ガ
ス
販
売
所
が

先
ご
ろ
店
舗
を
改
装
さ
れ

ま
し
た
。
明
る
＜
機
能
的

で
、
お
客
様
の
注
文
に
も

す
ぐ
に
対
応
出
来
ま
す
。

当
店
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
お
じ
い

さ
ん
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
、

ガ
ス
販
売
の
免
許
を
と
る
こ
と
は
大
変

む
ず
か
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
お
じ
い

さ
ん
が
他
界
さ
れ
た
後
は
、
し
ば
ら
く

お
ば
あ
さ
ん
が
営
業
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
現
在
で
は
孫
の
博
隆
君
が
、
経
営

者
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

博
隆
君
は
昭
和
四
十
年
二
月
生
ま
れ

の
二
十
一
オ
で
す
。
昭
和
五
十
七
年
に

内
子
高
校
を
卒
業
さ
れ
、
八
幡
浜
市
の

宮
部
商
店
で
一
年
六
ヵ
月
の
間
ガ
ス
販

売
の
修
業
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昭

水
と
の
戦
い
で
あ
り
、
川
と
の
戦
い
で

は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

川
は
自
然
で
あ
る
。
い
く
ら
人
間
が

川
を
変
え
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
反
動

は
や
は
り
人
間
に
向
け
ら
れ
て
来
る
。

何
十
倍
も
の
力
で
地
域
の
文
化
を
、
自

然
を
、
ま
た
人
と
人
と
の
感
情
ま
で
も

破
壊
し
て
し
ま
う
。
川
は
流
れ
た
い
の

「

母

な

る

川

」

「

命

の

源

」

な

ど

小

説

の

主

人

公

に

す

ぎ

な

い

。

川

を

形

容

す

る

言

葉

は

数

多

く

あ

る

。

人

間

は

、

自

然

を

破

壊

し

て

行

く

し

か

し

、

一

度

「

ヘ

ソ

」

を

曲

げ

る

現

実

を

ど

う

見

て

い

る

の

か

。

ま

た

、

と

鉄

砲

水

と

な

や

り

、

人

々

に

重

大

わ

れ

わ

れ

も

肱

川

町

の

現

在

の

立

場

な

痛

手

を

与

え

る

。

を

見

極

め

、

色

い

ろ

な

面

か

ら

考

え

川

は

水

を

、

あ

る

時

は

お

だ

て

、

直

す

必

要

が

あ

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

あ

る

時

は

慈

し

み

、

あ

る

時

は

ま

た

う

か

。

ダ

ム

建

設

の

問

題

だ

け

で

な

そ

の

大

な

る

胸

の

中

に

温

か

く

抱

い

く

、

観

光

開

発

な

ど

に

お

い

て

も

住

て

え

ん

え

ん

と

海

へ

民

一

人

ひ

と

り

が

選

〗
[
[
：
〗

□〗
〗
自
然
を
守
ろ
う
『
力
と
智
恵
で
』
[
〗

h
[〗
〗
[
[

育

て

る

こ

と

に

あ

ま

問

題

だ

と

思

う

。

り

に

も

似

て

い

る

よ

う

に

肱

川

町

の

将

来

は

、

今

の

自

分

た

9
9
[

〗
冒□

〗
〗
詞
〗
[
<
[

水

を

治

め

、

征

服

す

る

こ

で

も

、

今

が

一

番

良

い

時

期

で

は

な

、

と

に

よ

っ

て

政

治

を

つ

か

い

だ

ろ

う

か

。

さ
ど
っ
て
来
た
。
そ
れ
は

で
あ
る
。
水
を
満
満
と
た
た
え
、
地
域

文
化
の
発
展
を
担
い
、
見
つ
め
な
が
ら
。

そ
れ
を
無
視
し
、
自
然
に
対
し
背
伸
び

し
て
向
っ
て
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

は
あ
ま
り
に
無
謀
で
あ
り
、
ド
ン
1
1

キ

ホ
ー
テ
の
心
境
の
よ
う
に
思
え
ズ
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
ド
ン
1
1

キ
ホ
ー
テ
に

は
無
謀
な
中
に
も
夢
が
あ
る
。
が
、
一

｀
親
切
・
丁
寧
の
心
意
気
II"

舗店

鹿
野
川
ガ
ス
販
売
所

下
鹿
野
川
亀
田
博
隆

和
五
十
九
年
の
七
月
に
実
家
の
ガ
ス
販

売
所
を
継
ぐ
た
め
に
鹿
野
川
に
帰
っ
て

来
ら
れ
ま
し
た
。

若
く
て
仕
事
熱
心
で
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

が
あ
り
、
な
に
ご
と
に
も
積
極
的
で
す
。

現
在
は
、
商
工
会
青
年
部
に
も
入
部
さ

れ
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

若
き
経
営
者
は
、
電
話
一
本
で
ど
こ

に
で
も
飛
ん
で
行
き
お
客
様
の
注
文
に

応
じ
ま
す
。
積
極
的
な
勧
誘
と
親
切
、

て
い
ね
い
な
応
対
で
、
得
意
先
の
拡
大

に
心
が
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
鹿
野
川
ガ
ス
販
売
所
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
り
ま
す
。

，
昌
冒

六
月
一
日
、
今
年
も
い

よ
い
よ
ア
ユ
漁
が
解
禁
と

な
り
、
釣
り
の
好
き
な
人

は
居
て
も
立
っ
て
も
居
ら

れ
な
い
季
節
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

私
は
釣
り
に
は
縁
遠
く
、

釣
り
キ
チ
の
気
持
ち
は
よ

く
分
ら
な
い
が
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
出
勤
前
の
四
時
半
か
五
時
頃
起
き

て
一
仕
事
す
る
そ
う
で
あ
る
。
私
の
よ

う
な
朝
寝
坊
は
、
た
だ
た
だ
感
心
す
る

だ
け
で
、
そ
こ
ま
で
熱
中
出
来
る
趣
味

が
あ
る
と
言
う
こ
と
は
う
ら
や
ま
し
い

限
り
で
あ
る
。

今
年
も
大
洲
の
臥
龍
あ
た
り
か
ら
、

鹿
野
川
大
橋
、
河
辺
川
あ
た
り
ま
で
大

勢
の
人
た
ち
が
、
友
釣
り
、
投
げ
網
と

思
い
思
い
の
方
法
で
、
ア
ユ
漁
を
楽
し

む
こ
と
だ
ろ
う
。
私
は
そ
の
様
子
を
国

道
沿
い
か
ら

「釣
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」

春夏秋冬

改装された鹿野川ガス販売所と博隆さん

「
大
き
ざ
は
？
」
「
釣
れ
た
ア
ュ
の
行

き
先
は
」
な
ど
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
そ
う
こ
う
す

る
う
ち
最
後
に
は
「
ア
ュ
の
塩
焼
き
」

の
味
が
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
。
車
を
沿

道
に
止
め
、
ア
ユ
釣
り
を
眺
め
た
こ
と

の
あ
る
人
は
、
ま
っ
た
＜
釣
り
を
し
た

こ
と
が
な
く
て
も
な
ん
度
も
あ
る
だ
ろ

う
。
こ
の
―
つ
の
風
物
は
、
肱
川
の
流

れ
の
生
み
出
す
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。

肱
川
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
か
ら
向
い

の
国
道
を
見
る
と
、
一
面
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
張
り
巡
ら
せ
た
風
景
が
見
え
る
。

中
学
校
に
三
年
間
通
っ
て
い
た
時
に
は

石
が
け
と
山
は
だ
が
見
え
て
い
た
。
時

が
流
れ
、
変
わ
っ
て
行
く
の
は
当
然
で

あ
り
、
人
間
が
欲
す
る
も
の
を
人
間
が

創
造
す
る
の
だ
か
ら
し
か
た
の
な
い
こ

と
な
の
だ
が
、
自
分
の
頭
の
中
に
残
っ

て
い
る
風
景
が
消
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

て
、
何
か
物
悲
し
く
あ
の
味
気
な
い
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
圧
迫
さ
れ
て
し
ま
う
。

最
近
村
お
こ
し
、
古
里
づ
く
り
が
盛

ん
に
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。
今
の
子

供
た
ち
に
、
こ
の
地
区
の
自
然
や
歴
史

に
も
っ
と
膚
で
触
れ
合
う
時
間
を
作
っ

て
や
り
、
豊
か
な
川
の
流
れ
と
自
然
に

満
ち
た
肱
川
を
心
の
中
に
は
ぐ
く
む
こ

と
を
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
の
場
で
、

も
っ
と
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ア
ユ
釣
り
の
好
き
な
お
父
さ
ん
、
ぜ

ひ
あ
な
た
の
子
供
に
そ
の
技
術
を
教

え
て
下
さ
い
。
き
っ
と
子
供
に
は
肱
川

の
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
し
て
、
心
の

ど
こ
か
に
残
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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『
こ
の
棋
の
最
終
便
』

下
鹿
野
川
冨
永
新
一

(64
オ）

背
筋
を
そ
お
っ
と
な
で
お
ろ
し
静
か
聞
か
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
。
知
ら
ね
ば

に
聴
診
器
を
外
さ
れ
た
増
本
軍
医
は
、
知
ら
ん
で
済
ん
だ
も
の
を
。
生
き
る
望

「
ウ
ー
ン
」
と
一
言
、
よ
く
こ
れ
ま
で
み
も
断
た
れ
、
打
ち
ひ
し
が
れ
た
わ
が

持
て
た
も
ん
だ
と
言
わ
れ
た
。
身
が
余
り
に
も
情
け
な
く
衰
れ
で
あ
る
。

「
先
生
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
二
、
三
絶
対
絶
命
、
ま
さ
に
「
死
の
宣
告
」
で

年
す
れ
ば
直
る
で
し
ょ
う
か
。
四
、
五
あ
っ
た
。
今
か
ら
四
十
五
年
前
の
昭
和

年
も
す
れ
ば
良
く
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
十
六
年
九
月
、
十
九
オ
の
暗
い
青
春
だ
っ

お
願
い
し
ま
す
。
ど
う
か
本
当
の
事
を
た
。

'

教

え

て

下

さ

い

」

時

あ

た

か

も

風

雪

急

を

告

げ

る

日

米

私
は
ひ
た
す
ら
嘆
願
し
、
先
生
の
言
開
戦
前
夜
の
頃
、
国
民
皆
一
億
総
決
戦

を

待

っ

た

。

支

那

事

変

ぼ

っ

発

以

来

、

既

に

五

年

の

「
ど
う
し
て
も
知
り
た
い
か
ね
」
歳
月
が
流
れ
、
一
人
の
兄
は
戦
死
、
長

「

ハ

イ

、

お

願

い

し

ま

す

」

兄

は

二

度

目

の

応

召

中

で

あ

っ

た

。

思

〗
〗んぎ
〗
〗

ょ

」

、

D
た
。
そ
ん
な
あ
る
夜
、

瞬

間

、

目

の

前

が

ふ

と

目

覚

め

る

と

父

真
っ
暗
に
な
り
胸
が
グ
ー
ッ
と
つ
ま
り
、
母
の
部
屋
で
さ
さ
や
く
声
に
思
わ
ず
立

ま
る
で
全
身
の
血
が
一
変
に
凍
り
つ
く
ち
す
く
ん
で
し
ま
っ
た
。

様
な
例
え
様
の
な
い
気
分
、
握
り
し
め
「
お
医
者
は
ん
の
話
で
は
も
う
半
年
位

た
こ
ぶ
し
が
ひ
ざ
の
上
で
小
刻
み
に
震
か
も
た
ん
そ
う
じ
ゃ
。
今
の
う
ち
に
お

え
、
あ
ま
り
の
驚
き
に
涙
も
止
ま
っ
て
い
し
い
物
で
も
食
べ
さ
せ
て
や
れ
よ
。

し
ま
っ
た
。
得
も
言
え
ぬ
虚
脱
感
、
ぼ
と
の
事
じ
ゃ
っ
た
が
困
っ
た
こ
と
よ
の

う
然
自
失
の
姿
に
、
「
さ
あ
早
く
帰
っ
う
、
あ
の
病
気
は
も
う
直
ら
ん
そ
う
じ
ゃ
、

て
休
み
な
さ
い
」
の
、
や
さ
し
い
口
調
今
の
医
学
で
は
も
う
ど
う
に
も
な
ら
ん
」

も
も
は
や
あ
き
ら
め
の
言
葉
で
し
か
な
ま
さ
か
私
が
立
ち
聞
き
し
て
い
る
と

い
。
「
余
命
―
―
―
力
月
」
や
っ
ば
り
だ
め
も
知
ら
ず
。
翌
日
両
親
に
は
医
者
に
行

だ
っ
た
の
か
？
こ
£
な
事
な
ら
無
理
に
く
と
言
っ
て
家
を
出
た
。
た
だ
ど
こ
か

闘
病
回
想

以
下
次
号

へ
行
き
た
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
は

切
符
も
思
う
様
に
は
買
え
ず
、
夕
方
に
な

り
夏
も
終
り
人
影
も
ま
ば
ら
な
梅
津
寺

の
浜
辺
に
た
た
ず
み
、
あ
の
雲
に
乗
っ

て
ど
こ
か
遠
く
へ
行
き
た
い
。
そ
の
夜

発
熱
、
増
本
軍
医
に
診
察
を
受
け
た
。

そ
の
結
果
が
前
述
の
と
お
り
で
あ
っ

こ。t
 当
時
の
胸
部
疾
患
の
死
亡
率
は
、
今

の
ガ
ン
と
同
じ
様
に
一
度
か
か
る
と
ほ

と
ん
ど
の
人
は
再
起
不
能
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
長
兄
は
、
西
部
六
十
二
部
隊

に
応
召
中
、
増
本
軍
医
は
同
部
隊
き
っ

て
の
名
医
と
言
わ
れ
、
胸
部
疾
患
の
権

威
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
事
か
ら

つ
な
が
り
が
出
来
て
い
た
。

一
旦
は
家
に
帰
っ
た
私
で
は
あ
っ
た

が
「
座
し
て
死
を
待
つ
む
な
し
さ
、
襲

い
く
る
恐
怖
感
」
に
堪
え
か
ね
て
両
親

の
止
め
る
の
も
聞
か
ず
、
身
の
回
り
品

を
持
っ
て
再
び
増
本
軍
医
を
訪
ね
て
い

た
。
そ
れ
か
ら
一
カ
月
は
ま
た
た
く
間

に
過
ぎ
た
が
、
良
く
な
る
気
配
は
ま
っ

た
く
な
い
。
考
え
て
み
る
と
既
に
手
遅

れ
の
身
に
は
手
の
施
し
様
も
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
ど
た
ん
ば
に
な
っ
て
も

な
お
、
生
き
る
事
へ
の
執
着
は
断
ち
難

＜
淡
い
ほ
の
か
な
―
つ
の
望
み
を
拾
て

切
れ
な
い
わ
が
身
が
も
ど
か
し
い
。

人
生
と
は
、
か
く
も
寂
し
く
わ
び
し

い
も
の
な
の
か
。
深
い
悲
し
み
を
乗
せ

て
“
こ
の
世
の
最
終
便
”
は
人
の
心
も

知
ら
ぬ
げ
に
情
け
容
赦
も
な
く
日
一
日

と
過
ぎ
て
行
く
。
暦
は
も
う
晩
秋
、
十

一
月
を
め
く
っ
て
い
た
。

つ
づ
く

今
、
若
い
人
や
女
性
を
中
心
に
、

痩
せ
た
い
人
が
増
え
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

食
品
・
薬
品
の
広
告
が
氾
濫
し
て
い

ま
す
。
本
当
に
も
っ
と
痩
せ
た
ほ
う

が
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
い
ろ

な
デ
ー
タ
を
も
と
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

゜
{つ
自
分
の
標
準
体
重
の
目
安
は
、

「ブ
ロ
ー
カ
ー
指
数
」
に
よ
る
も
の

が
一
般
的
で
す
。
つ
ま
り
、
身
長
か

ら

100
を
引
き
、
い
を
掛
け
て
算
出

し
ま
す
。
身
長

160cm
の
人
な
ら

54

kg
ぐ
ら
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

厚
生
省
の
「
あ
な
た
の
体
重
表
」
に

よ
る
と
、

4
6
.
9ー

6
2
.
5
k
g
ま
で
が

標
準
的
体
重
域
と
な
っ
て
い
て
、
許

容
範
囲
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
基
準
は
い
ず

れ
も
古
い
資
料
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
た
も
の

で
、
最
近
の
調
査
や

実
験
に
よ
る
と
、
も

う
6
ー

7
％
重
い
人

の
ほ
う
が
、
よ
り
健

康
的
で
長
生
き
で
き

る
と
い
う
結
果
が
出

ま
し
た
。
身
長

160cm

な
ら
体
重
66kg
で
も

太
り
過
ぎ
で
は
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
傾
向
は
年
齢

『
も
う
少
し
太
っ
た
ほ

う
が
長
生
き
で
き
る
』

が
高
く
な
る
ほ
ど
強
ま
り
、
や
や
太

り
ぎ
み
の
お
年
寄
り
の
ほ
う
が
、
痩

せ
た
老
人
よ
り
も
20
％
以
上
も
死
亡

率
が
低
い
と
東
京
都
の
デ
ー
タ
が
あ

り
ま
す
。
太
っ
て
い
る
方
が
病
気
に

対
す
る
、
特
に
肺
炎
、
感
染
症
、
癌

な
ど
に
対
す
る
抵
抗
力
が
強
い
よ
う

で
す
。も
ち
ろ
ん
、
太
り
す
ぎ
は
高
血
圧

症
や
心
臓
疾
患
に
か
か
り
や
す
い
わ

け
で
、
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
適
正
な
体
重
と
健
康
を
維

持
す
る
の
は
、
正
し
い
食
生
活
と
適

度
な
運
動
で
す
。

．

一
、
正
し
い
食
事

◇
三
食
と
も
完
全
な
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
も
の
と
す
る
。

（
夜
の
ド
カ
食
い
は
肥
満
の
も
と
）

◇
出
来
る
だ
け
決
ま
っ
た
時
間
に
、

同
じ
場
所
で
取
る
。

◇
米
、
野
菜
、
大
豆
、
魚
、
海
草

と
い
う
日
本
型
食
生
活
の
中
に
、

一
日
1009
の
肉
と

1509
の
魚
を

旦
女
と
し
た
量
の
動
物
性
蛋
白
質

を
取
る
。

二
、
適
度
な
運
動

◇
足
速
に
歩
く
な
ど
、
冬
で
も
か

る
＜
汗
を
か
く
程
度
の
運
動
を
す

る。
世
の
男
性
の
大
部
分
は
、
少
し
ぽ
っ

ち
ゃ
り
し
た
女
性
に
魅
力
を
感
じ
る

と
い
い
ま
す
。
適
当
に
食
べ
て
、
適

度
に
太
っ
て
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
。
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一
、
教
職
員
教
育
の
充
実
（
指
導
力

の
向
上
と
研
究
組
織
の
改
善
）
・
ニ
、

進
路
を
保
障
す
る
教
育
の
推
進
（
学
力

保
障
と
進
路
指
導
の
適
正
。
諸
制
度
の

利
用
指
導
）

・
三
、
仲
間
意
識
を
育
て

る
集
団
づ

く
り
の
推
進
（
意
欲
化
と
態

度
化
。
子
供
会
の
充
実
）
•
四
、
学
校

外
と
の
連
携
強
化
（
幼
・
小
・
高
校
と

中
学
校
同
和
教
育
の
重
点
目
標

口ぶ 臼 豆曰芦
婦
人
会
で
は
、
五
月
二

十
二
日
肱
川
町
公
民
館
で

婦
人
会
代
議
員
を
対
象
に

同
和
問
題
の
学
習
会
を
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
課
題
は
、

「肱
川

中
学
校
に
お
け
る
同
和
教

育
の
ね
ら
い
と
内
容
を
知

り
理
解
を
深
め
よ
う
」
で、

肱
川
中
学
校
同
和
教
育
推

進
主
任
、
佐
藤
中
庸
教
諭

か
ら
熱
心
な
お
話
し
が
あ

り
ま
し
た
。

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

（
な
お
、
婦
人
会
で
は

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

各
分
会
ご
と
に
、
こ
の
よ

う
な
学
習
会
を
開
催
さ
れ

ま
す
。
）

＿
年
差
別
に
取
り
組
む
生
徒
（
部

落
差
別
に
気
づ
き
、
み
ん
な
の
力
を
結

集
し
て
、
み
ん
な
で
部
落
差
別
を
な
く

そ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成
を
図
る
。
）

二
年
差
別
を
考
え
る
生
徒
（
部
落

差
別
の
現
実
と
そ
の
歴
史
的
、
社
会
的

背
景
を
み
ん
な
で
追
求
し
よ
う
と
す
る

生
徒
の
育
成
を
図
る
。
）

三
年
差
別
に
う
ち
か
つ
（
部
落
差

別
は
、
今
、
自
分
達
の
手
で
解
消
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感
を
も

学
年
別
同
和
教
育
目
標

の
連
携
。
出
張
懇
談
会
。
対
象
地
域
学

習
会
）

保
護
者
の
中
に
は
同
和
教
育
に
対
し

つ
生
徒
の
育
成
を
図
る
。
ど
ん
な
困
難

に
も
、
ど
ん
な
差
別
に
も
負
け
ず
、
強

く
生
き
ぬ
く
生
徒
の
育
成
を
図
る
。
）

こ
の
よ
う
な
目
標
の
も
と
に
、
同
和

問
題
学
習
年
間
指
導
計
画
を
た
て
、
学

年
別
に
段
階
的
指
導
・
教
科
全
領
域
で

の
学
習
・
道
徳
、
学
級
指
導
創
意
の

時
間
で
の
指
導
な
ど
同
和
問
題
を
正
し

＜
系
統
的
、
科
学
的
に
学
習
し
て
ゆ
く

理
性
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

（
教
科
書
等
に
よ
る
具
体
的
な
指
導

に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
省

略）
肱
川
町
で
は
、
昭
和
五
十
八
ー
五
十

九
年
度
の
二
か
年
に
わ
た
っ
て
文
部
省

か
ら
同
和
教
育
推
進
地
域
の
指
定
を
受

け
、
同
時
に
肱
川
中
学
校
が
同
和
教
育

研
究
校
と
し
て
、
ま
た
県
か
ら
中
野
幼

稚
圏
が
就
学
前
同
和
教
育
の
研
究
指
定

を
受
け
総
合
的
に
同
和
教
育
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
指
定
を
同
時
に
受
け
た
こ

と
に
よ
り
、
町
内
の
各
小
・
中
学
校
や

社
会
教
育
関
係
機
関
団
体

(
P
T
A
.

婦
人
会
・
青
年
団
他
）
が
同
和
教
育
に

つ
い
て
の
意
識
を
統
一
し
、
同
一
歩
調

で
取
り
組
む
基
礎
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
、
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
に
か
け

て

は
、
同
和
問
題
学
習
の
基
礎
と
な
る
感

性
的
な
取
り
組
み
を
、
中
学
校
で
は
、

同
和
問
題
を
正
し
く
系
統
的

・
科
学
的

に
学
習
し
て
ゆ
く
理
性
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
す
。

て
、
「
い
ま
さ
ら
寝
た
子
を
起
こ
す
よ

う
な
こ
と
を
す
る
必
要
は
な
い
。
」
、

「放
っ
て
お
け
ば
自
然
に
な
く
な
る
の

に。
」
と
い
っ
た
考
え
を
も
つ
人
や
、
ま

た、

「道
路
が
よ
く
な
っ
て
い
い
こ
と

よ。
」と

い
っ
た
ね
た
み
意
識
を
も
つ
人

も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

一
部
の
家
庭
に
お
い
て
は
、
非
同
和
教

育
、
反
同
和
教
育
的
な
言
動
に
よ
っ

て

学
校
で
の
同
和
教
育
を
家
庭
に
お
い

て

く
つ
が
え
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

教
育
は
、
学
校
と
家
庭
と
地
域
社
会

と
の
連
携
・
協
力
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う

効
果
が
あ
が
る
も
の
で
す
。
同
和
教
育

に
つ
い
て
も
、
学
校
に
お
け
る
同
和
教

育
を
正
し
く
理
解
し
、
学
校
と
家
庭
で

一
貫
し
た
同
和
教
育
が
行
な
わ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
和
問
題
解
決
に
む
け
て
、
家
庭
内

で
の

「
親
子
で
取
り
組
む
同
和
教
育
」

が
展
開
さ
れ
、
そ
し
て
隣
近
所
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
へ
の
広
ま
り
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

学凸』入授

『=＝＝＝＝=＝＝＝=＝＝＝＝＝＝===＝＝＝=＝＝＝＝＝＝=＝=＝＝＝=＝=＝＝＝＝＝=＝=＝＝＝＝＝＝＝=;＝＝＝＝＝＝＝=＝守！

！ ！ 

を を 考 のし交て にいいもてサて心 活 策て 。～ ！！ 

II 
つは芸香＇冬各でい流はさ広く ‘高い 1 いと県動ーを心ヂ -~ 

ii 
くか術 らサは活をどてが゜ふ

り

し〉

II ¼乏斉舌れ 1 な動進う‘つグれ兄免 t 合と i 羞方、翌喜↓戸；石及―一麗
向るクいのめだそてル合同公が肱コ市んコてわ“肱町う

！！ ．［め の文：ルだ 営 てろの い 1 うじ民あ川ミ町で：：： Il 
大ても町

、いせを川づ文内切い‘づ今!!
II に創 ：がろみみう輪るプ中趣館り町ユ村あユ＜ 舌几

ii も‘土化・。
p又町＜化子だる文<” !！ 

垣の ―うやて゜を° コで味 や‘に 二とる二こそ 定もり遺町と゜化り文 ！！ 
ii ,， と町 同か意は他も ミ精や分熱はテも゜テとれし肱が産でい文的に［ヒ II
ii 肱地 に゜欲どのつ ユ神考館心‘ィ、
ii 川域 ・ ヘ もう

ィがをて川進をはわ化視もの ii 

町文
肱 云 サと 二生え施に約づ文 づ大中‘町め中‘れ行点地時'’
し

文化
!l !！1 違だ l 広 テ i舌の設活四＜化 く切心そにら心町て政が域代 II

た つろクげ ィを人の動十り協 りでとれムれと並いの求おで'’
化の 大
協振 会＜゜

i てフ）レて は高達活をのを会 のあしに竺てしみる充めこあ ！！ 
11 とい 確めが用さ文進を 文るた向たいたと゜実らしる ！！ n 会興 も る新のつ 実て集率れ化め中 化フo 施 っ ~o °い がれに゜ II ii 
と：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：士'
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＿予＿子＿林分＿館
予子林小学校に、

体育館が完成し活
●’ 

． ． 
用されています。

を＿学校での使用だ

でなく、広く社

＝体育にも開放さ

用会け
習ム
活講れています。

のッ予子林分館では、

地域のコミュニティ

設―づくり、健康づく

施ポりのために、特に

今年度はこの体育ス
館の活用を重点事ツ内
項に上げておられ室
＿ます。一
ポ五月十一日には、

ス屋内でのスポーツ

活動の普及にと室

内スポーツの講習会を実施されま

した。

当日は、忙しい中でしたが、小

学生から成人、婦人、高齢者も参

加して、気持ちのよい体育館で、

気持ちのよい汗を流しました。

特にバドミントンとレクリェー

ションバレーボールを行いました

が、見るのとは違って、やってみ

るとなかなか面白く、室内スポー

ツの楽しさを感じていました。

現在、バドミントン、バレーボー

ルなど継続して行われております

が、今後とも充分に活用して、気

分も体もスッキリとリフレッシュ

してさらに地域連帯の輪を広げま

しょう。

畠 』 成落 業者農

し行ン農胃 午七 屡卜
ていタ 前月 バレ
下ま l 八十 レ l
さすをト 時三 lニ
いニメレ ニ 日 ボン
- 0 '---→ イ l + ^  lグ
'---―／`  ニ 八刀 、-日 ルセ
へへ云 、／ 

大会 タン
集合 場グ
にセ l 

ま
た
、
各
分
館
に
は
夜
間
体
育
照
明

施
設
も
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
七
月
一
日
か
ら
は
、
農
業
者
ト
レ

ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
町
民
運
動
場
）
も

使
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
の
盛
り
に
な
っ

て
き
ま
す
が
、
み
ん
な
が
何
か
の

ス
ポ
ー

ツ
、
あ
る
い
は
サ

ー
ク
ル
等
の
活
動
に

参
加
し
て
、
生
き
生
き
と
し
た
明
る
い

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

つ
り
は
し

購
入
図
書
紹
介

R l : ： ： ： ;> f は塁［誓口朗貞：

I 
さの四や歳翔日 コ

いか かヤ l ん海のんのんは積
のす なヅと お峡瞳 合で殺丹
美 い）レス 元 いる意殺
学 ・ 冠は夕 気 言警の人
婚効ッ で 葉視日旅

D 葬くフ す IV 打

・祭 か
穂力松 竹大長は゜童壺夏薫胡赤斉I積 l 田 本橋門ら 門井目 挑川藤

l忠：塁 常武裕t冬 漱人は次
彦 l子 松夫之る 二栄石こ史郎栄

0

夏
夏

枯

が

頭

痛

の

種

と

小

商

人

算

悟

扇
風
機
フ
ル
に
ま
わ
し
て
子
の
昼
寝
ふ
み
緒

新
茶
伸
び
夏
か
け
足
で
や
っ
て
く
る
藤

子

0

寝
言

団
体
旅
行
寝
言
歯
ぎ
し
り
大
い
び
き
理

峯

彼
女
の
名
寝
言
で
言
っ
た
と
は
不
覚
末

未

言
い
た
い
こ
と
寝
言
の
ふ
り
で
聞
か
し

て

る

一

敏

今
回
か
ら
、
小
学
校
低
学
年
期
の

父
親
、
母
親
の
あ
り
方
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

〇
親
は
子
供
の
一
生
の
先
生

「
こ
れ
か
ら
は
学
校
で
し
つ
け
て

く
れ
る
の
で
楽
に
な
る
わ
。
」
と
、
子

供
が
入
学
す
る
と
ホ
ッ
と
肩
の
荷
を

お
ろ
す
お
母
さ
ん
。

「
う
ち
の
子
、
学
校
に
行
く
よ
う

に
な
っ
て
悪
く
な
っ
た
わ
。
先
生
の

せ
い
よ
。
」
と
自
分
の
子
供
の
悪
い
の

は
学
校
の
責
任
に
し
て
し
ま
う
お
母

さ
ん
。今
ま
で
温
室
の
中
で
育
て
ら
れ
た

子
が
、
急
に
外
に
出
て
飛
び
ま
わ
る

よ
う
に
な
る
と
、
周
り
か
ら
の
影
響

が
大
き
く
、
作
法
の
悪
い
面
も
身
に

つ
い
て
く
る
も
の
で
す
。
入
学
さ
せ

た
ば
か
り
の
母
親
は
、
そ
れ
を
担
任

の
せ
い
に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

こ
こ
で
父
親
は
、
母
親
と
共
に
先

生
の
せ
い
に
し
な
い
で
、
自
分
た
ち

が
一
生
の
先
生
と
な
り
、
我
が
子
の

し
つ
け
を
す
べ
き
だ
と
母
親
に
わ
か

ら
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期

に
は
、
当
惑
す
る
母
親
の
相
談
役
と

な
っ
て
、
広
い
立
場
で
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
、
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
る
父

親
の
姿
が
必
要
で
す
。

お
父
さ
ん
！
広
い
立
場
に
立
っ
て
。

出
番
で
す
！
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん

0

子
供
は
親
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
な
い

「早
く
起
き
な
さ
い
。
」

「さ
あ
、
歯
み
が
き
し
て
、
顔
を

洗
っ
て
…
…
…
。
」

“
0
0
し
な
さ
い
。

早
く
し
な
さ

い
。
”
子
供
の
行
動
を
い
ち
い
ち
干

渉
し
な
け
れ
ば
気
が
す
ま
な
い
完
全

主
義
の
お
母
さ
ん
が
い
ま
す
。

低
学
年
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
親
の

干
渉
や
過
剰
サ
ー
ビ
ス
が
多
い
と
、

自
主
性
の
発
達
は
遅
れ
る
と
い
わ
れ

ま
す
。子
供
の
“
口
答
え
”
は
自
己
主
張

の
芽
生
え
で
あ
り
、
“
い
た
ず
ら
”

は
研
究
心
に
も
と
づ
く
子
供
の
探
索

行
動
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

“
け
ん
か
”
―
つ
に
し

て
も
、
問

題
を
自
分
で
処
理
す
る
能
力
や
、
自

己
主
張
の
方
法
を
体
験
を
通
し
て
学

ぶ
よ
い
機
会
で
す
。

小
さ
な
失
敗
を
恐
れ
ず
に
、
子
供

自
身
に
解
決
さ
せ
、
成
就
感
や
自
信

を
持
た
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
供
に
で
き
る
こ
と
は
子
供
に
や

ら
せ
、
手
を
貸
さ
ず
、
干
渉
し
な
い

で
、
温
か
く
見
守
る
親
の
忍
耐
が、

子
供
の
自
主
性
を
育
て
る
ポ
イ
ン
ト

で
も
あ
り
ま
す
。

お
母
さ
ん
！
子
供
に
ま
か
せ
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

⑳ 
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“
都
市
と
む
ら
”

“
山
と
海
”
な
ど
今
、

全
国
的
に
交
流
事
業
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
会
か
ら
の
ふ
る
さ

と
志
向
、
自
然
志
向
も

あ
り
、
農
村
が
見
直
さ

れ
て
い
ま
す
。

青
年
団
の
交
流
事
業

は
、
以
前
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年

度
か
ら
特
に
西
海
町
と

肱
川
町
の
青
年
団
が
定

期
的
に
交
流
を
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
六
月
一
日
に
西
海
町
青

年
団
の
メ
ン
バ
ー
が
、
肱
川
を
訪
れ
ま

し
た
。
当
日
は
町
内
青
年
団
の
ス
ボ
ー

ツ
大
会
の
日
で
し
た
が
、
そ
れ
に
合
流

し
て
の
親
善
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
ん
談
、
交
歓
会
を
行
い

圏面圃杞屯P 交
流
会国
匂
国

表彰式で……

⑩

郡

連

青

”
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

青
年
団
同
士
の
交
流
か
ら
、
も
っ
と

輪
を
広
げ
て
お
互
い
の
町
の
イ
ベ
ン
ト

で
の
交
流
、
さ
ら
に
は
、
山
と
海
の
特

産
品
交
流
な
ど
へ
の
話
も
出
て
い
た
よ

う
で
す
。

山
と
海
の
よ
い
面
を
吸
収
し
合
っ
て
、

お
互
い
の
町
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

活
動
す
る
青
年
団
に
期
待
し
ま
す
。

—-U 

仲
間
づ
く
り
か
ら
ふ
る
さ
と
づ
く
り

ま
で
、
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
る

青
年
団
で
す
が
、
そ
の
喜
多
郡
連
合
青

年
団
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
六
月
八
日

に
長
浜
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

種
目
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
卓
球
で

し
た
が
、
そ
の
内
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

熱
心
に
取
り
く
ん
で
き
た
成
果
で
し
ょ

う
。
今
後
と
も
、
町
内
の
若
者
み
ん
な

が
参
加
す
る
青
年
団
活
動
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

尚
、
八
月
の
県
大
会
に
出
場
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ゎの属織 先
月
号
で
、
小
薮
ミ
ニ
四
国
の
紹

介
を
し
ま
し
た
が
、
今
月
は
元
文
化

財
専
門
委
員
を
さ
れ
て
お
ら
れ
た
笹

本
儀
一
郎
氏
が
昭
和
五
十
一
年
に
調

査
さ
れ
た
、
「
新
四
国
八
十
八
ケ
所
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

35~37番 草花も絶えない

新
四
国
八
一
十
八
万
所
tet:

｀

あ
る
。
そ
し
て
昭
和
三
十
七
年
頃
か
ら

新
八
十
八
ケ
所
の
石
仏
安
置
を
計
画
さ

れ
た
と
こ
ろ
、
前
記
の
信
者
の
沢
山
の

方
か
ら
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
浄

財
は
八
十
八
ケ
所
設
置
経
費
を
上
ま
わ

り
、
了
解
の
得
ら
れ
た
方
の
分
で
遍
照

院
の
建
物
の
上
段
に
台
座
（
二
段
）
の

高
さ
五
尺
―
―
―
寸
、
本
尊
の
高
さ
一
丈
二

尺
、
重
量
一
千
貫
の
薬
師
如
来
像
を
建

立
し
た
。
そ
し
て
寄
進
者
で
希
望
の
方

は
納
骨
も
出
来
る
そ
う
で
あ
る
。

完
成
は
三
十
八
年
で
五
月
二
十
一
日

醍
醐
寺
の
管
長
を
迎
え
入
魂
式
が
厳
修

さ
れ
た
。
な
お
台
座
の
下
に
四
国
八
十

ケ
所
の
各
々
の
士
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

沖
野
住
職
の
尽
力
で
四
国
八
十
八
ケ
所

番
外
札
所
に
も
指
定
さ
れ
た
。

彫
刻
は
半
分
は
高
松
市
八
粟
の
名
彫

刻
師
が
死
土
産
だ
と
言
わ
れ
立
派
な
も

の
を
刻
ま
れ
た
と
聞
く
。
半
分
は
大
洲

の
福
岡
と
石
エ
店
制
作
で
あ
る
。

ま
た
1
8
番
の
脇
士
は
大
日
如
来
で
、

変
死
者
な
ど
が
あ
っ
て
そ
の
家
の
方
々

現
在
の
遍
照
院
と
新
八
十
八
ケ
所
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
沖
野
順
啓
氏
に
ふ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
沖
野
さ
ん
は
明

治
四
十
―
―
―
年
生
れ
で
あ
る
。
若
い
頃

病
弱
で
あ
っ
た
の
で
、
半
年
位
御
仏

に
お
仕
え
し
て
み
た
ら
と
考
え
、
修

験
の
道
を
山
城
国
は
西
国
33
番
札
所
、

深
雪
山
醍
醐
寺
に
求
め
入
山
さ
れ
た
。

そ
の
間
鞍
馬
寺
等
で
も
き
び
し
い
修

業
を
積
ま
れ
て
、
仏
の
道
を
き
わ
め
、

半
年
が
一
年
に
な
り
、
結
極
数
年
も

経
て
帰
郷
さ
れ
た
。
そ
し
て
以
前
に

建
て
て
あ
っ
た
大
師
堂
を
現
在
の
よ

う
に
大
き
く
増
築
さ
れ
て
、
名
前
も

あ
ま
ね
く
照
ら
す
と
「
遍
照
院
」
と

名
付
け
ら
れ
た
。
昭
和
十
五
年
の
こ

と
で
あ

っ
た
。
折
り
し
も

大
平
洋
戦
争
突
入
の
前
で

あ
り
、
出
征
兵
士
も
多
く
、

武
運
長
久
を
祈
願
し
て
護

摩
供
養
さ
れ
る
こ
と
が
続

き
信
者
が
次
第
に
多
く
な
っ

た
と
い
う
。

現
在
節
分
に
行
わ
れ
る

星
祭
祈
稿
に
は
遠
く
か
ら
、

近
く
か
ら
の
申
込
み
は
五

千
人
と
言
わ
れ
、
代
参
の

の
菩
提
を
と
む
ら
う
た
め
の
も
の
で

あ
る
。
2
0
番
の
脇
士
の
馬
頭
観
世
音

は
こ
こ
か
ら
馬
が
落
ち
て
死
ん
だ
の

を
供
養
す
る
も
の
で
、
大
変
立
派
な

調
刻
で
あ
る
。

65
番
の
脇
士
の
石
鎚

大
権
現
は
も
っ
と
上
手
に
安
置
さ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
ダ
ム
建
設

の
時
支
障
が
あ
っ
て
現
在
の
場
所
へ

移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

77
番
の
脇

土
も
別
の
も
の
で
交
通
事
故
の
犠
性

者
の
供
養
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

八
十
八
ケ
所
を
順
拝
す
る
人
は
少

な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
ご
と
で
は
信
望
も
篤
く
、
四
季

お
り
お
り
の
草
花
も
絶
え
る
こ
と
が

な
い
。図
の
よ
う
に
一
人
の
方
―
―
―
・
ケ
所

（
脇
士
あ
り
六
）
、
三
人
四
ケ
所
、

五
人
、
六
人
各
一
ケ
所
。
中
で
も
お

淋
し
そ
う
な
の
は
露
天
に
立
っ
て
脇

士
も
な
く
、
眼
前
を
走
る
車
に
交
通

安
全
の
に
ら
み
を
き
か
せ
て
お
ら
れ

る
73
番
。
反
対
に
賑
や
か
そ
う
な
の

は
、
ボ
ー
ト
・
レ
ー
ス
の
出
発
基
地

で
、
放
流
の
サ
イ
レ
ン
を
そ
ば
に
し

て
鹿
野
川
湖
の
安
全
を
守
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る

60
し

65
番
の
石
鎚
大
権
現
の

七
人
衆
で
あ
ろ
う
。

沖
野
順
啓
師
の
ご
協
力
で
ま
と
め

て
は
み
た
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
調

査
は
初
め
て
で
、
大
切
な
と
こ
ろ
が

洩
れ
た
り
、
舌
た
ら
ず
の
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
関
係
の
方
々

の
お
許
し
を
乞
い
、
ご
叱
正
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。
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喜
多
郡
P
T
A
連
合
会
の
昭
和
六
十

一
年
度
総
会
が
、
五
月
十
四
日
、
五
十

崎
町
で
開
催
さ
れ
、
肱
川
町
も
次
の
み

な
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

7
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優
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中
野
小
学
校

P
T
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O
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森

繁

夫

さ

ん
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肱
中
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清

水

美
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さ

ん
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中
野
小

P
)
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0
感

謝

状

ー

大

野

捷

吉

さ

ん

一

（
予
子
林
小
P
)
-

一

森

岡

源

三

さ

ん

＿

（
予
子
林
小

P
)
-

一

三

瀬

正

さ

ん

一

（
予
子
林
小

P
)
-

r
l
l
1
1
1
1
1
1
1

ー

1
1

—
ー

1
1
1
1
1
1
_
L

中
野
小
学
校
P
T
A
は
、
会
員
相
互

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
各
専
門

部
や
学
年
部
の
主
体
的
な
取
り
く
み
や

会
員
の
教
養
を
高
め
な
が
ら
、
家
庭
や

地
域
の
教
育
力
の
向
上
に
努
め
て
い
る

こ
と
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

貸）受）
郡
P
T
A総
会

:'¥._ ． _,./； 
: : 
； 清水さん ： 

---------------------------~ 

森
繁
夫
さ
ん
は
、
肱
中
P
T
A
の
会

長
や
町

p
連
の
副
会
長
と
し
て
、

P

T

A
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の

積
極
的
な
活
動
を
認
め
ら
れ
、
清
水
美

和
子
さ
ん
は
、
四
年
間
中
野
幼
小
P

T

A
の
副
会
長
を
さ
れ
、
そ
の
間
、
管
内

国
公
立
幼
稚
園
P
T
A
の
会
長
、
県
の

副
会
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
幼
稚
国

P
T
A
活
動
の
推
進
を
図
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
野
捷
吉
さ
ん
、
森
岡
源
三

さ
ん
、
三
瀬
正
さ
ん
は
予
子
林
小
学
校

屋
内
運
動
場
建
設
に
と
も
な
い
奇
特
な

行
為
に
よ
り
、
予
子
林
小
学
校
及
び
地

域
の
体
育
文
化
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

こ
と
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
児
童
生
徒
が
す
こ
や
か
に

成
長
し
て
い
く
た
め
の
、
積
極
的
な
ご

指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

' ,' 
:'. - - -.—/ : 

’ 
［ 森さん [ 

， 
''  
＇：  
: ---------------------------、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

＠ 

至

予

子

林

％
 
i¥ 
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保
養
セ
ン
タ
ー
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旧梨K聾瞑

至

河

辺

村

至

大

谷

ー

大
谷

の
点鱒

L

ァ
芦

＞

鹿

野

川

荘

＠しが

遍
照
院

四
国
八
十
八
ケ
所
番
外
札
所

へ旦＞
 
凸
小
薮

肱川

至中野小

信

至

大

洲

鱗
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7月の日曜・祝日当直医

日 当直医 電 話

6日（日）
植木医院 44-2215 
（五十崎町）

13日（日） 高橋医院 44-2010 （五十崎町）

OO日（月）
曽根医院 44-2801 
（内子町）

'll日（日）
芳我外科医院 44-2560 
（内子町）

日曜日 喜多医師会病院
臼、+—-0535 祝日 （大洲市）

※変更になる場合がありますので前も っ

て連絡してからお出かけ下さい

救 急 病

院

耀 日 病院名 電 話

月・火 大（洲大市洲立市病）院 24-2151 

水 加大戸病市 院 24-5101 
（洲）

1 ｀～木惑冷～••：・”.. 日` 大（洲大中洲央市病）院分5、．-65分5ヽ

時

間

午
前

10
時

i

午

後

2
時

7
月
18
旦
金
）
一
汗
生
集
会
所
一

月

日

場

所

⑥へき地栄養学級

t 冬
月

符~ 木つ ▲~ ．習水・、 ~ ~ 普火~ ~ 木古ー~ 
日

岩 大 I」ヽ 共

i 腐館
場

谷 谷 藪 栄

公 公 集 集

民 民 会 会
所

館 館 所 所

時

午前10時～午後2時
問

~孔甘月— ― ~ i 甘金~ ~ 
月

// 

” 
日

白 森 根〖

； 食館
場

石 集 集
集

会 会 会

戸斤 所 所 所

； 午 午 午 時
11前 2後 11前
1 時 10 時 1 時 10
2時 立）時 3'.)時 a)時

間時 i 分？ 分？ 分 i

⑥
健
康
相
談

⑥
健
康
づ
く
り
料
理
教
室1
 

7
月
2
旦
水
）
一
肱
川
町
公
民
館
午
直

2”

月

日

場

⑥
乳
児
健
診

日。目

~ i 火昔~ ~ 
月

音~ 杢~ . 竹水~ ~ 習火~ 臀~杢― _ 水> 日

I ； “ 五i i 館

岩 大 場
谷 谷

公 公
民 民

所館 館

，鸞
,I 

時a分9I 孟時a 分7 
，篇

贔宜分i午： 立分） 時時 7 ” 時 7 ” 孜〕時 鰐 間
分 l

⑥
胃
が
ん
検
診

▽
場
所

▽
相
談
員

⑥

7
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

7
月

15
日
（
火
）

（
出
す
の
は

7
月

14
日
中
）

▽
収
集
地
区
小
畑
井
・
萩
野
尾
・

汗
生
・
小
薮
・
大
和
・
肱
栄
・
中
野

（
篠
谷
を
除
く
）

・
大
谷

・
鹿
野
川

⑥行政相談
▽日時7月4日（金）

午前9時！午後4時

肱川町公民館

福田保委員

7 7 
相

月 月
21 4 

談
日 日
、一、 、一、

月 金 日
ー`＇ ‘---、

森蔵 兵福 担

田田 頭田 当

相
充重 芳 吾砧火

ー 信 ー保 員

▽

時

間

午

前

9
時

1
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

―――――――――― .. 。．． ー・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿o-＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿l

面■:―璽函閾＠心配ごと相談

” ! II >7 
山 共

i 魯 闊>
槌 栄

集 集

会 会
所 所

午 午 午 午

2後 11前 2後 11前
時 1 時 10 時 1 時 10
a)時 3)時 3)時 3)時
分｝ 分 i 分 i 分 i

農作業賃金目安表
項 目 区分 賃金
田植作業 男 5,200円

水 （一日当り） 女 4,000円

田植機 6,500円

田 i 
(lOa当り） 8,000円

作，10田aお当こりし） 山田 10,000円
沖田 8,000円

業 (しloろa当かり勺 8,000円

名。t点‘り勺 12,000円

一（一般日農当作り業） 
男 5,200円

女 3,700円

⑥
農
作
業
賃
金
の
お
知
ら
せ

本
誌
の
三
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
と
お
り
、
農
業
委
員
会
二
月
定

例
会
に
お
い
て
、
昭
和
六
一
年
度
の

農
作
業
賃
金
の
目
安
を
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
賃
金
は
あ
く
ま
で
目

安
で
す
の
で
、
地
区
の
慣
習
や
本
人

の
能
力
に
よ
り
合
わ
な
い
場
合
は
お

互
い
の
話
し
合
い
で
賃
金
を
決
定
し

て
く
だ
さ
い
。

⑥
町
営
住
宅
の
人
居
者
を

募
集
し
ま
す

現
在
町
営
住
宅
が
一
戸
空
家
と
な

り
ま
し
た
の
で
入
居
希
望
者
を
次
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望

さ
れ
る
方
は
六

一
年
七
月
二
五
日
ま

で
に
建
設
課
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い

▽
場
所
予
子
林
団
地
一
戸

▽
家
賃
一
万
九
千
円

▽
入
居
条
件
肱
川
町
に
住
ん
で
い

る
方
ま
た
は
肱
川
町
へ
住
所
を
変

更
さ
れ
る
方
で
す
。

単
身
者
は
入
居
資
格
が
あ
り
ま
せ

ん
。

▽
申
込
方
法
申
込
用
紙
は
建
設
課

に
あ
り
ま
す
。

▽
選
考
方
法
応
募
者
多
数
の
場
合

汗

生

富
永

〇抽せん日 61年9月15日（月）

芯
稔

さ

ん(60オ）

＊＊＊＊＊ 

おご；
祈め＊
りい
いふ

*! ~ 
r 
***** 

B賞I.
ステ ソレ

ホ ッ

C賞
ふみの日小

］ 
〇賞品の交換期間

61年 9月20日から
62年 3月19日まで

い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
の
到
来
で

す
。
友
人
や
知
人
の
方
か
ら
、
暑
中

見
舞
や
旅
先
か
ら
の
便
り
を
も
ら
う

の
は
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
い
も
の
で

す
。
今
年
も
涼
し
さ
を
呼
ぶ
絵
柄
を

描
い
た
も
の
で
、
三
種
類
の
も
の
を

発
売
し
て
お
り
ま
す
。
枚
数
は
そ
れ

ぞ
れ
二
千
二
百
枚
づ
つ
で
す
。

ま
た
今
年
か
ら
、
豪
華
商
品
が
当

る
く
じ
付
で
発
売
中
で
す
。
抽
せ
ん

賞
品
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町
内
の
郵
便
局
ま
た
は
切
手
・
は

が
き
類
販
売
所
で
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。
郵
便
局
の
外
務
員
も
ご
注
文

を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

▽
入
居
開
始
昭
和
六
一
年
八
月

※
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
役
場
建
設

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


